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平
成
26
年
度
の
主
な
施
策

■
土
地
利
用
計
画
の
検
討

新
た
な
住
宅
地
整
備
や
産

業
再
生
な
ど
の
総
合
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

計
画
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

■
地
盤
沈
下
の
対
策

各
種
制
度
を
活
用
し
、
嵩

上
げ
事
業
を
進
め
ま
す
。

■
土
地
区
画
整
理
事
業

鹿
折
･
南
気
仙
沼
両
地
区

は
、
29
年
度
の
事
業
完
了
を

目
指
し
、
盛
土
工
事
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

■
漁
業
集
落
の
再
生

各
種
制
度
を
活
用
し
、
道

路
復
旧
な
ど
の
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

■
道
路
災
害
復
旧
事
業

27
年
度
内
完
了
を
目
標
に
、

約
7
0
0
箇
所
の
復
旧
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

■
都
市
計
画
道
路
の
整
備

魚
市
場
中
谷
地
線
な
ど
6

路
線
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
市
道
の
整
備

こ
れ
ま
で
の
整
備
事
業
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
幸
町

南
が
丘
線
の
工
事
、
金
子
線
・

菖
蒲
沢
線
の
用
地
買
収
を
実

施
し
、
27
年
度
完
了
を
目
指

し
ま
す
。

■
三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備

早
期
完
成
に
向
け
、
全
力

で
整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。

■
大
島
架
橋
の
整
備
促
進

26
年
度
は
、
架
橋
本
体
の

本
格
工
事
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
30
年
度
の
完
成
が
少
し

で
も
早
ま
る
よ
う
県
に
要
望

し
ま
す
。

■
国
道
3
4
6
号
本
吉
バ

イ
パ
ス
・
唐
桑
最
短
道

の
整
備

本
吉
バ
イ
パ
ス
は
、
土
工

事
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
も
県
と
協
調
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

唐
桑
最
短
道
は
、
東
舞
根

工
区
の
整
備
推
進
と
舞
根
・

鹿
折
間
の
早
期
整
備
を
県
に

要
望
し
ま
す
。

■
Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
･
気
仙

沼
線
の
復
旧

Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
鉄
道
復

旧
概
算
工
事
費
が
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
関
係
市
町
と
連

携
し
、
国
へ
の
財
政
支
援
要

望
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

■
住
宅
再
建
の
支
援

防
災
集
団
移
転
で
転
居
す

る
方
に
、
各
種
補
助
制
度
の

周
知
を
図
り
、
土
地
引
渡
し

説
明
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

個
別
移
転
の
方
に
は
、
が

け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転

事
業
や
本
市
独
自
メ
ニ
ュ
ー

で
再
建
を
支
援
し
ま
す
。

■
災
害
公
営
住
宅
の
建
設

各
地
区
で
造
成
工
事
を
進

め
て
お
り
、進
捗
に
応
じ
て
建

築
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
南

郷
地
区
な
ど
で
は
26
年
度
内

入
居
が
可
能
の
見
込
み
で
す
。

■
下
水
道
の
整
備

終
末
処
理
場
本
復
旧
工
事

は
、
26
年
度
内
完
成
を
目
指

し
ま
す
。
幹
線
管か

ん

渠き
ょ

の
復
旧

を
継
続
し
、
枝
線
な
ど
は
他

の
事
業
と
整
合
性
を
図
り
整

備
し
ま
す
。
新
規
整
備
は
、

九
条
汚
水
幹
線
な
ど
の
ほ
か
、

本
郷
･
田
中
前
地
区
の
汚
水

管
渠
築
造
工
事
を
進
め
ま
す
。

本
郷
･
南
郷
･
田
中
前
地
区

冠
水
対
策
事
業
は
、
雨
水
ポ

ン
プ
場
の
建
設
や
雨
水
排
水

路
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

■
水
道
の
整
備

他
の
事
業
と
整
合
性
を
図

り
復
旧
事
業
を
進
め
ま
す
。

配
水
管
や
配
水
施
設
を
整
備

し
ま
す
。
水
源
開
発
の
事
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
漏

水
調
査
や
老
朽
管
更
新
な
ど

を
進
め
、
安
定
給
水
を
図
り
、

有
収
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

■
ガ
ス
の
整
備

被
災
地
域
へ
の
ガ
ス
導
管

の
復
旧
や
経
年
管
の
更
新
事

業
を
継
続
し
、
需
要
の
拡
大

に
努
め
る
と
と
も
に
、
ガ
ス

の
安
定
供
給
と
安
全
確
保
に

努
め
ま
す
。

■
海
岸
施
設
の
復
旧

市
民
と
の
合
意
形
成
に
積

極
的
に
関
わ
り
、
海
岸
の
良

好
な
形
成
と
安
全
確
保
の
早

期
実
現
に
向
け
、
関
係
機
関

に
働
き
か
け
ま
す
。

■
避
難
対
策
の
強
化

地
区
別
津
波
避
難
計
画
の

策
定
を
行
い
ま
す
。

■
津
波
対
策
の
推
進
と
防

災
体
制
の
整
備

沿
岸
部
の
防
災
行
政
無
線

屋
外
子
局
を
デ
ジ
タ
ル
通
信

方
式
に
更
新
す
る
と
と
も
に
、

太
陽
光
発
電
装
置
を
設
置
し
、

確
実
な
災
害
情
報
の
伝
達
を

図
り
ま
す
。
海
抜
表
示
用
プ

レ
ー
ト
の
設
置
の
ほ
か
、
避

難
誘
導
表
示
板
を
整
備
し
ま

す
。

■
自
主
防
災
組
織
の
充
実

自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議

会
を
設
立
し
、
地
域
の
防
災

体
制
を
充
実
し
ま
す
。

■
防
災
意
識
の
向
上

避
難
訓
練
や
防
災
講
座
に

よ
り
市
民
の
防
災
意
識
向
上

を
図
り
ま
す
。

■
消
防
体
制
の
整
備

消
防
団
装
備
の
充
実
、
機

能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

災
害
時
の
安
全
管
理
に
配
慮

し
た
訓
練
や
研
修
な
ど
を
通

じ
情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。

■
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
用

震
災
の
写
真
・
映
像
な
ど

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
一
般

公
開
す
る
と
と
も
に
、
防
災

教
育
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

■
農
林
業
の
再
生

被
災
農
家
の
早
期
営
農
再

開
に
向
け
た
各
種
事
業
を
継

続
し
、
最
知
、
大
谷
、
田
の

沢
と
杉
ノ
下
の
4
地
区
の
災

害
復
旧
と
合
わ
せ
た
圃ほ   

場じ
ょ
う

整

備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

林
業
は
、
市
独
自
の
間
伐

材
搬
出
支
援
な
ど
を
行
い
、

間
伐
促
進
と
自
伐
林
家
な
ど

の
育
成
を
図
り
ま
す
。　
　

■
魚
市
場
南
側
施
設
等
整

備
事
業

水
産
･
観
光
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
ま
た
、
高
度
衛
生

管
理
対
応
施
設
と
し
て
、
27

年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
施

設
･
臨
港
道
路
の
整
備
に
着

手
し
ま
す
。

■
水
産
加
工
施
設
等
の
再
建

鹿
折
・
南
気
仙
沼
両
地
区

の
水
産
加
工
施
設
等
集
積
地

の
基
盤
整
備
工
事
を
進
め
、

立
地
希
望
事
業
者
へ
の
早
急

な
用
地
譲
渡
の
ほ
か
、
水
産

業
共
同
利
用
施
設
復
興
整
備

事
業
を
活
用
し
、
再
建
を
支

援
し
ま
す
。
赤
岩
港
水
産
加

工
団
地
は
、
26
年
度
中
の
造

成
完
了
に
向
け
整
備
を
進
め

ま
す
。

■
安
全
・
安
心
な
気
仙
沼

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

気
仙
沼
市
水
産
加
工
業
振

興
協
議
会
の
地
域
ハ
サ
ッ
プ

再
構
築
の
取
組
を
支
援
し
ま

す
。
水
産
業
輸
出
促
進
等
調

査
事
業
の
実
施
と
と
も
に
、

水
産
物
の
多
角
的
利
用
推
進

の
た
め
、
気
仙
沼
水
産
資
源

活
用
研
究
会
の
活
動
を
推
進

し
ま
す
。「
海
の
市
」
の
再
開

を
支
援
し
、
地
域
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
集
客
を
図
り
、

産
業
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

■
第
1
種
漁
港
の
災
害
復

旧
事
業
等

漁
港
施
設
は
26
年
度
、
海

岸
保
全
施
設
は
27
年
度
完
了

を
目
指
し
復
旧
を
進
め
、
併

せ
て
必
要
箇
所
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

■
沿
岸
漁
業
の
支
援

海
岸
漂
着
や
漁
場
か
ら
回

収
さ
れ
た
ガ
レ
キ
の
運
搬
処

分
を
行
い
、
漁
場
環
境
の
早

期
回
復
を
図
り
ま
す
。

■
水
産
物
の
放
射
能
対
策

魚
市
場
で
検
査
を
継
続
し
、

気
仙
沼
産
水
産
物
の
安
全
性

を
確
保
し
ま
す
。

■
中
小
事
業
者
の
事
業
再

開
･
継
続
支
援

商
店
・
工
場
な
ど
の
仮
設

施
設
の
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
市
融
資
制
度
の
拡
充
に

よ
る
資
金
需
要
へ
の
対
応
や

地
域
商
業
施
設
等
の
復
旧
、

物
産
品
販
路
拡
大
支
援
事
業

な
ど
産
業
復
興
支
援
を
継
続

し
ま
す
。
地
域
商
業
等
計
画

策
定
事
業
に
よ
り
、
グ
ル
ー

プ
化
補
助
金
な
ど
を
活
用
し

た
共
同
店
舗
や
商
業
集
積
地

形
成
に
あ
た
っ
て
の
計
画
づ

く
り
支
援
な
ど
、
商
店
街
再

生
へ
の
取
組
が
円
滑
に
進
む

よ
う
支
援
し
ま
す
。

■
観
光
振
興
の
取
組

「
海
の
市
」2
階
に「（
仮
称
）

気
仙
沼
市
観
光
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
」を
設
置
し
、
案
内
の

充
実
な
ど
、
観
光
の
総
合
拠

点
と
し
て
活
用
を
図
り
ま
す
。

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

や
イ
ベ
ン
ト
開

催
支
援
の
ほ

か
、
観
光
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
海

の
子 

ホ
ヤ
ぼ
ー

や
」
活
用
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
展
開
し

ま
す
。
仙
台
･

宮
城
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
続
く
4
〜
6

月
の
ポ
ス
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
は
、
観
光
関

係
者
と
市
民
が

一
体
と
な
っ
た

受
入
れ
態
勢
整

備
を
進
め
ま

す
。
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
貴

重
な
地
域
資
源
の
保
全
と
情

報
発
信
に
努
め
、
誘
客
促
進

に
つ
な
が
る
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ

ム
へ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

■
企
業
誘
致

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る

積
極
的
な
企
業
訪
問
や
首
都

圏
企
業
と
の
関
係
強
化
を
目

的
と
し
た
「
ゴ
ー
ヘ
イ
！
気

仙
沼
の
会
」、
企
業
立
地
セ
ミ

ナ
ー
で
の
情
報
発
信
、
企
業

立
地
優
遇
制
度
な
ど
の
活
用

を
図
り
、
一
層
の
誘
致
に
努

め
ま
す
。

■
雇
用
の
創
出

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
気
仙
沼
管

内
有
効
求
人
倍
率
は
高
い
も

の
の
、
職
種
に
よ
る
求
人
・

求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
継
続
的

雇
用
の
受
皿
と
な
る
産
業
の

本
格
復
興
に
向
け
た
取
組
を

進
め
る
と
と
も
に
、
合
同
企

業
説
明
会
の
開
催
な
ど
、
地

元
企
業
就
職
に
つ
な
が
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

■
人
材
の
育
成

技
能
講
習
受
講
料
助
成
の

継
続
と
と
も
に
、
県
立
気
仙

沼
高
等
技
術
専
門
校
と
連
携

し
、
離
職
者
の
再
就
職
機
会

拡
大
を
図
り
ま
す
。
職
業
能

力
開
発
な
ど
の
事
業
の
活
用

や
、
東
北
未
来
創
造
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
と
連
携
し
、
地
域
経

済
や
ま
ち
づ
く
り
を
リ
ー
ド

す
る
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
と
環
境
未
来
都

市
の
実
現

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

補
助
や
低
炭
素
社
会
対
応
型

浄
化
槽
集
中
導
入
事
業
を
継

続
し
ま
す
。

■
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

街
路
防
犯
灯
な
ど
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
と
と
も
に
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
や
風
力
発
電
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
の
最
適
化
を
図

る
事
業
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

■
放
射
能
対
策

定
点
測
定
を
継
続
す
る
ほ

か
、
自
家
消
費
食
品
の
測
定

体
制
を
維
持
し
、
食
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
一
般
廃
棄
物
の
処
理

唐
桑
・
本
吉
最
終
処
分
場

閉
鎖
に
向
け
た
整
備
実
施
と

と
も
に
、新
た
な
処
分
場
整
備

は
、一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
の

見
直
し
を
踏
ま
え
進
め
ま
す
。

■
被
災
福
祉
施
設
の
復
旧

整
備

復
旧
整
備
の
促
進
と
と
も

に
、
関
係
機
関
や
地
域
と
連

携
し
て
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。「（
仮
称
）
市
民
福
祉

セ
ン
タ
ー
」
を
28
年
度
供
用

開
始
に
向
け
鹿
折
地
区
災
害

公
営
住
宅
と
合
築
し
て
整
備

し
ま
す
。

■
市
立
新
病
院
の
整
備

造
成
工
事
お
よ
び
病
院
本

体
工
事
に
着
手
す
る
ほ
か
、

医
療
機
器
整
備
計
画
策
定
な

ど
を
行
い
ま
す
。

■
市
立
本
吉
病
院
の
体
制

充
実

医
師
・
看
護
師
な
ど
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
を
図
り
、
在
宅
を

含
む
医
療
体
制
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

■
地
域
拠
点
の
整
備

27
年
度
供
用
開
始
に
向
け

「（
仮
称
）
本
吉
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
建
設
に
着
手
し
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り
の
支
援

生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
を

推
進
し
、
各
種
健
診
助
成
や

休
日
・
夜
間
健
診
に
加
え
、

未
受
診
者
の
健
診
日
追
加
な

ど
受
診
し
や
す
い
体
制
整
備

を
図
り
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
の
推
進

「
第
6
期
気
仙
沼
市
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
保

健
･
医
療
･
福
祉
･
介
護
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
な
ど
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
の
整
備
を
さ

ら
に
推
進
し
ま
す
。

■
障
害
者
福
祉
の
充
実

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
生

活
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
児
童
福
祉
施
設
等
の
整
備

新
城
小
学
校
校
地
内
に
留

守
家
庭
児
童
セ
ン
タ
ー
を
整

備
し
ま
す
。

■
被
災
者
の
生
活
支
援

応
急
仮
設
住
宅
団
地
の
見

守
り
活
動
な
ど
を
継
続
し
、

孤
立
化
防
止
、
心
の
ケ
ア
対

策
な
ど
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

拠
点
と
な
る
災
害
公
営
住

宅
内
に
高
齢
者
相
談
室
を
設

置
し
、
生
活
援
助
員
に
よ
る

訪
問
活
動
や
総
合
相
談
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な

財
源
確
保
と
制
度
充
実
を
国

に
要
望
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
医
療
費
一

部
負
担
金
の
免
除
は
、
被
災

者
の
健
康
不
安
や
経
済
負
担

軽
減
の
た
め
、
国
の
財
政
支

援
を
活
用
し
、
対
象
者
の
範

囲
や
期
間
を
限
定
し
て
4
月

1
日
か
ら
再
開
し
ま
す
。

■
学
校
施
設
の
整
備

新
城
小
学
校
の
プ
ー
ル
を

移
転
新
築
す
る
と
と
も
に
、

小
学
校
2
校
、
中
学
校
1
校

に
太
陽
光
発
電
設
備
を
整
備

し
、
避
難
所
機
能
を
充
実
し

ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た

本
吉
共
同
調
理
場
の
移
転
新

築
を
進
め
ま
す
。

■
社
会
教
育
施
設
の
整
備

小
泉
公
民
館
建
設
を
進
め

る
と
と
も
に
、中
央
公
民
館
と

鹿
折
公
民
館
は
、
建
設
予
定

地
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の

進
捗
を
踏
ま
え
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
へ
太
陽
光
発

電
設
備
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

気
仙
沼
図
書
館
は
、
再
建

整
備
を
進
め
、
市
民
会
館
は
、

空
調
・
舞
台
設
備
な
ど
の
改

修
を
実
施
す
る
ほ
か
、
太
陽

光
発
電
設
備
な
ど
を
整
備
し

ま
す
。

■
学
校
教
育
環
境
の
整
備

被
災
児
童
・
生
徒
の
就
学

支
援
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

の
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
等
の
配
置
な
ど
、
き

め
細
か
な
心
の
ケ
ア
と
学
習

指
導
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
防
災

主
幹
・
主
任
を
中
心
に
、
防

災
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
義
務
教
育
環
境
の
整
備

少
子
化
が
急
速
に
進
む
中
、

今
年
度
策
定
の
計
画
に
基
づ

き
、
復
興
事
業
の
進
捗
や
出

生
数
な
ど
を
踏
ま
え
、
保
護

者
・
地
域
の
理
解
と
協
力
を

得
て
、
学
校
の
統
合
な
ど
望

ま
し
い
教
育
環
境
整
備
を
進

め
ま
す
。

■
文
化
財
の
保
護

被
災
資
料
の
復
元
･
修
復

事
業
を
続
け
ま
す
。
埋
蔵
文

化
財
の
速
や
か
な
発
掘
調
査

と
保
護
に
努
め
ま
す
。

■
大
学
・
研
究
機
関
等
と

の
連
携

東
京
海
洋
大
学
な
ど
、
本

市
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
大
学

と
の
協
力
関
係
を
一
層
強
固

に
し
、
ま
ち
づ
く
り
や
産
業

振
興
に
つ
な
が
る
取
組
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、「
気
仙
沼
大

学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
情
報

共
有
を
進
め
、
活
動
内
容
を

広
く
発
信
し
、
市
民
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の
醸

成
に
努
め
ま
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
の

整
備

自
治
会
運
営
費
支
援
を
継

続
し
、
被
災
集
会
施
設
な
ど

は
、
各
種
復
興
事
業
を
活
用

し
整
備
を
進
め
、
復
興
事
業

対
象
外
の
施
設
は
、
新
た
な

補
助
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

復
旧
整
備
し
た
気
仙
沼
と

唐
桑
地
域
の
情
報
通
信
基
盤

を
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会

社
に
貸
し
付
け
、
本
市
の
復

旧
・
復
興
情
報
を
市
民
に
発

信
す
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

■
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
支
援

応
急
仮
設
住
宅
の
自
治
組

織
の
設
立
・
運
営
は
、
支
援

団
体
や
関
係
機
関
と
の
情
報

共
有
、
連
携
を
図
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
振

興
を
図
り
ま
す
。

被
災
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
を
促
進
し
、
地
域

住
民
な
ど
の
主
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
推
進
の
た
め
、
復
興

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
運
営
経

費
の
支
援
を
続
け
ま
す
。

■
市
民
等
と
の
協
働
の
推
進

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

の
組
織
充
実
を
図
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
各
種
市
民
団
体

の
活
動
充
実
や
育
成
の
た
め

の
研
修
会
実
施
と
と
も
に
、

各
支
援
団
体
と
連
携
し
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の
運

営
を
支
援
し
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
担
い
手
育
成
担
当
の
地

域
支
援
員
を
継
続
し
て
配
置

し
若
い
世
代
の
交
流
の
場
な

ど
を
設
け
、
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
意
識
醸
成
や
人
材
育

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
在
住
外
国
人
へ
の
支
援

小
さ
な
国
際
大
使
館
を
核

に
日
本
語
教
室
開
催
な
ど
の

生
活
支
援
の
ほ
か
、
外
国
人

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進

の
た
め
、「
在
住
外
国
人
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
充
実
を
図
り
、

気
仙
沼
市
国
際
交
流
協
会
な

ど
と
連
携
し
、
各
種
情
報
提

供
や
研
修
・
交
流
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

第
2
の
柱
「
防
災
体
制
の
整
備
」

第
3
の
柱

「
産
業
再
生
と
雇
用
創
出
」

魚市場の整備を進めています魚市場の整備を進めています
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「本格復興の年」へ
平成 26年度市政運営の方針

平
成
26
年
度
の
主
な
施
策

■
土
地
利
用
計
画
の
検
討

新
た
な
住
宅
地
整
備
や
産

業
再
生
な
ど
の
総
合
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

計
画
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

■
地
盤
沈
下
の
対
策

各
種
制
度
を
活
用
し
、
嵩

上
げ
事
業
を
進
め
ま
す
。

■
土
地
区
画
整
理
事
業

鹿
折
･
南
気
仙
沼
両
地
区

は
、
29
年
度
の
事
業
完
了
を

目
指
し
、
盛
土
工
事
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

■
漁
業
集
落
の
再
生

各
種
制
度
を
活
用
し
、
道

路
復
旧
な
ど
の
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

■
道
路
災
害
復
旧
事
業

27
年
度
内
完
了
を
目
標
に
、

約
7
0
0
箇
所
の
復
旧
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

■
都
市
計
画
道
路
の
整
備

魚
市
場
中
谷
地
線
な
ど
6

路
線
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
市
道
の
整
備

こ
れ
ま
で
の
整
備
事
業
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
幸
町

南
が
丘
線
の
工
事
、
金
子
線
・

菖
蒲
沢
線
の
用
地
買
収
を
実

施
し
、
27
年
度
完
了
を
目
指

し
ま
す
。

■
三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備

早
期
完
成
に
向
け
、
全
力

で
整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。

■
大
島
架
橋
の
整
備
促
進

26
年
度
は
、
架
橋
本
体
の

本
格
工
事
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
30
年
度
の
完
成
が
少
し

で
も
早
ま
る
よ
う
県
に
要
望

し
ま
す
。

■
国
道
3
4
6
号
本
吉
バ

イ
パ
ス
・
唐
桑
最
短
道

の
整
備

本
吉
バ
イ
パ
ス
は
、
土
工

事
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
も
県
と
協
調
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

唐
桑
最
短
道
は
、
東
舞
根

工
区
の
整
備
推
進
と
舞
根
・

鹿
折
間
の
早
期
整
備
を
県
に

要
望
し
ま
す
。

■
Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
･
気
仙

沼
線
の
復
旧

Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
鉄
道
復

旧
概
算
工
事
費
が
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
関
係
市
町
と
連

携
し
、
国
へ
の
財
政
支
援
要

望
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

■
住
宅
再
建
の
支
援

防
災
集
団
移
転
で
転
居
す

る
方
に
、
各
種
補
助
制
度
の

周
知
を
図
り
、
土
地
引
渡
し

説
明
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

個
別
移
転
の
方
に
は
、
が

け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転

事
業
や
本
市
独
自
メ
ニ
ュ
ー

で
再
建
を
支
援
し
ま
す
。

■
災
害
公
営
住
宅
の
建
設

各
地
区
で
造
成
工
事
を
進

め
て
お
り
、進
捗
に
応
じ
て
建

築
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
南

郷
地
区
な
ど
で
は
26
年
度
内

入
居
が
可
能
の
見
込
み
で
す
。

■
下
水
道
の
整
備

終
末
処
理
場
本
復
旧
工
事

は
、
26
年
度
内
完
成
を
目
指

し
ま
す
。
幹
線
管か

ん

渠き
ょ

の
復
旧

を
継
続
し
、
枝
線
な
ど
は
他

の
事
業
と
整
合
性
を
図
り
整

備
し
ま
す
。
新
規
整
備
は
、

九
条
汚
水
幹
線
な
ど
の
ほ
か
、

本
郷
･
田
中
前
地
区
の
汚
水

管
渠
築
造
工
事
を
進
め
ま
す
。

本
郷
･
南
郷
･
田
中
前
地
区

冠
水
対
策
事
業
は
、
雨
水
ポ

ン
プ
場
の
建
設
や
雨
水
排
水

路
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

■
水
道
の
整
備

他
の
事
業
と
整
合
性
を
図

り
復
旧
事
業
を
進
め
ま
す
。

配
水
管
や
配
水
施
設
を
整
備

し
ま
す
。
水
源
開
発
の
事
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
漏

水
調
査
や
老
朽
管
更
新
な
ど

を
進
め
、
安
定
給
水
を
図
り
、

有
収
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

■
ガ
ス
の
整
備

被
災
地
域
へ
の
ガ
ス
導
管

の
復
旧
や
経
年
管
の
更
新
事

業
を
継
続
し
、
需
要
の
拡
大

に
努
め
る
と
と
も
に
、
ガ
ス

の
安
定
供
給
と
安
全
確
保
に

努
め
ま
す
。

■
海
岸
施
設
の
復
旧

市
民
と
の
合
意
形
成
に
積

極
的
に
関
わ
り
、
海
岸
の
良

好
な
形
成
と
安
全
確
保
の
早

期
実
現
に
向
け
、
関
係
機
関

に
働
き
か
け
ま
す
。

■
避
難
対
策
の
強
化

地
区
別
津
波
避
難
計
画
の

策
定
を
行
い
ま
す
。

■
津
波
対
策
の
推
進
と
防

災
体
制
の
整
備

沿
岸
部
の
防
災
行
政
無
線

屋
外
子
局
を
デ
ジ
タ
ル
通
信

方
式
に
更
新
す
る
と
と
も
に
、

太
陽
光
発
電
装
置
を
設
置
し
、

確
実
な
災
害
情
報
の
伝
達
を

図
り
ま
す
。
海
抜
表
示
用
プ

レ
ー
ト
の
設
置
の
ほ
か
、
避

難
誘
導
表
示
板
を
整
備
し
ま

す
。

■
自
主
防
災
組
織
の
充
実

自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議

会
を
設
立
し
、
地
域
の
防
災

体
制
を
充
実
し
ま
す
。

■
防
災
意
識
の
向
上

避
難
訓
練
や
防
災
講
座
に

よ
り
市
民
の
防
災
意
識
向
上

を
図
り
ま
す
。

■
消
防
体
制
の
整
備

消
防
団
装
備
の
充
実
、
機

能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

災
害
時
の
安
全
管
理
に
配
慮

し
た
訓
練
や
研
修
な
ど
を
通

じ
情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。

■
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
用

震
災
の
写
真
・
映
像
な
ど

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
一
般

公
開
す
る
と
と
も
に
、
防
災

教
育
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

■
農
林
業
の
再
生

被
災
農
家
の
早
期
営
農
再

開
に
向
け
た
各
種
事
業
を
継

続
し
、
最
知
、
大
谷
、
田
の

沢
と
杉
ノ
下
の
4
地
区
の
災

害
復
旧
と
合
わ
せ
た
圃ほ   

場じ
ょ
う

整

備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

林
業
は
、
市
独
自
の
間
伐

材
搬
出
支
援
な
ど
を
行
い
、

間
伐
促
進
と
自
伐
林
家
な
ど

の
育
成
を
図
り
ま
す
。　
　

■
魚
市
場
南
側
施
設
等
整

備
事
業

水
産
･
観
光
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
ま
た
、
高
度
衛
生

管
理
対
応
施
設
と
し
て
、
27

年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
施

設
･
臨
港
道
路
の
整
備
に
着

手
し
ま
す
。

■
水
産
加
工
施
設
等
の
再
建

鹿
折
・
南
気
仙
沼
両
地
区

の
水
産
加
工
施
設
等
集
積
地

の
基
盤
整
備
工
事
を
進
め
、

立
地
希
望
事
業
者
へ
の
早
急

な
用
地
譲
渡
の
ほ
か
、
水
産

業
共
同
利
用
施
設
復
興
整
備

事
業
を
活
用
し
、
再
建
を
支

援
し
ま
す
。
赤
岩
港
水
産
加

工
団
地
は
、
26
年
度
中
の
造

成
完
了
に
向
け
整
備
を
進
め

ま
す
。

■
安
全
・
安
心
な
気
仙
沼

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

気
仙
沼
市
水
産
加
工
業
振

興
協
議
会
の
地
域
ハ
サ
ッ
プ

再
構
築
の
取
組
を
支
援
し
ま

す
。
水
産
業
輸
出
促
進
等
調

査
事
業
の
実
施
と
と
も
に
、

水
産
物
の
多
角
的
利
用
推
進

の
た
め
、
気
仙
沼
水
産
資
源

活
用
研
究
会
の
活
動
を
推
進

し
ま
す
。「
海
の
市
」
の
再
開

を
支
援
し
、
地
域
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
集
客
を
図
り
、

産
業
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

■
第
1
種
漁
港
の
災
害
復

旧
事
業
等

漁
港
施
設
は
26
年
度
、
海

岸
保
全
施
設
は
27
年
度
完
了

を
目
指
し
復
旧
を
進
め
、
併

せ
て
必
要
箇
所
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

■
沿
岸
漁
業
の
支
援

海
岸
漂
着
や
漁
場
か
ら
回

収
さ
れ
た
ガ
レ
キ
の
運
搬
処

分
を
行
い
、
漁
場
環
境
の
早

期
回
復
を
図
り
ま
す
。

■
水
産
物
の
放
射
能
対
策

魚
市
場
で
検
査
を
継
続
し
、

気
仙
沼
産
水
産
物
の
安
全
性

を
確
保
し
ま
す
。

■
中
小
事
業
者
の
事
業
再

開
･
継
続
支
援

商
店
・
工
場
な
ど
の
仮
設

施
設
の
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
市
融
資
制
度
の
拡
充
に

よ
る
資
金
需
要
へ
の
対
応
や

地
域
商
業
施
設
等
の
復
旧
、

物
産
品
販
路
拡
大
支
援
事
業

な
ど
産
業
復
興
支
援
を
継
続

し
ま
す
。
地
域
商
業
等
計
画

策
定
事
業
に
よ
り
、
グ
ル
ー

プ
化
補
助
金
な
ど
を
活
用
し

た
共
同
店
舗
や
商
業
集
積
地

形
成
に
あ
た
っ
て
の
計
画
づ

く
り
支
援
な
ど
、
商
店
街
再

生
へ
の
取
組
が
円
滑
に
進
む

よ
う
支
援
し
ま
す
。

■
観
光
振
興
の
取
組

「
海
の
市
」2
階
に「（
仮
称
）

気
仙
沼
市
観
光
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
」を
設
置
し
、
案
内
の

充
実
な
ど
、
観
光
の
総
合
拠

点
と
し
て
活
用
を
図
り
ま
す
。

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

や
イ
ベ
ン
ト
開

催
支
援
の
ほ

か
、
観
光
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
海

の
子 

ホ
ヤ
ぼ
ー

や
」
活
用
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
展
開
し

ま
す
。
仙
台
･

宮
城
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
続
く
4
〜
6

月
の
ポ
ス
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
は
、
観
光
関

係
者
と
市
民
が

一
体
と
な
っ
た

受
入
れ
態
勢
整

備
を
進
め
ま

す
。
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
貴

重
な
地
域
資
源
の
保
全
と
情

報
発
信
に
努
め
、
誘
客
促
進

に
つ
な
が
る
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ

ム
へ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

■
企
業
誘
致

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る

積
極
的
な
企
業
訪
問
や
首
都

圏
企
業
と
の
関
係
強
化
を
目

的
と
し
た
「
ゴ
ー
ヘ
イ
！
気

仙
沼
の
会
」、
企
業
立
地
セ
ミ

ナ
ー
で
の
情
報
発
信
、
企
業

立
地
優
遇
制
度
な
ど
の
活
用

を
図
り
、
一
層
の
誘
致
に
努

め
ま
す
。

■
雇
用
の
創
出

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
気
仙
沼
管

内
有
効
求
人
倍
率
は
高
い
も

の
の
、
職
種
に
よ
る
求
人
・

求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
継
続
的

雇
用
の
受
皿
と
な
る
産
業
の

本
格
復
興
に
向
け
た
取
組
を

進
め
る
と
と
も
に
、
合
同
企

業
説
明
会
の
開
催
な
ど
、
地

元
企
業
就
職
に
つ
な
が
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

■
人
材
の
育
成

技
能
講
習
受
講
料
助
成
の

継
続
と
と
も
に
、
県
立
気
仙

沼
高
等
技
術
専
門
校
と
連
携

し
、
離
職
者
の
再
就
職
機
会

拡
大
を
図
り
ま
す
。
職
業
能

力
開
発
な
ど
の
事
業
の
活
用

や
、
東
北
未
来
創
造
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
と
連
携
し
、
地
域
経

済
や
ま
ち
づ
く
り
を
リ
ー
ド

す
る
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
と
環
境
未
来
都

市
の
実
現

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

補
助
や
低
炭
素
社
会
対
応
型

浄
化
槽
集
中
導
入
事
業
を
継

続
し
ま
す
。

■
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

街
路
防
犯
灯
な
ど
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
と
と
も
に
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
や
風
力
発
電
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
の
最
適
化
を
図

る
事
業
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

■
放
射
能
対
策

定
点
測
定
を
継
続
す
る
ほ

か
、
自
家
消
費
食
品
の
測
定

体
制
を
維
持
し
、
食
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
一
般
廃
棄
物
の
処
理

唐
桑
・
本
吉
最
終
処
分
場

閉
鎖
に
向
け
た
整
備
実
施
と

と
も
に
、新
た
な
処
分
場
整
備

は
、一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
の

見
直
し
を
踏
ま
え
進
め
ま
す
。

■
被
災
福
祉
施
設
の
復
旧

整
備

復
旧
整
備
の
促
進
と
と
も

に
、
関
係
機
関
や
地
域
と
連

携
し
て
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。「（
仮
称
）
市
民
福
祉

セ
ン
タ
ー
」
を
28
年
度
供
用

開
始
に
向
け
鹿
折
地
区
災
害

公
営
住
宅
と
合
築
し
て
整
備

し
ま
す
。

■
市
立
新
病
院
の
整
備

造
成
工
事
お
よ
び
病
院
本

体
工
事
に
着
手
す
る
ほ
か
、

医
療
機
器
整
備
計
画
策
定
な

ど
を
行
い
ま
す
。

■
市
立
本
吉
病
院
の
体
制

充
実

医
師
・
看
護
師
な
ど
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
を
図
り
、
在
宅
を

含
む
医
療
体
制
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

■
地
域
拠
点
の
整
備

27
年
度
供
用
開
始
に
向
け

「（
仮
称
）
本
吉
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
建
設
に
着
手
し
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り
の
支
援

生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
を

推
進
し
、
各
種
健
診
助
成
や

休
日
・
夜
間
健
診
に
加
え
、

未
受
診
者
の
健
診
日
追
加
な

ど
受
診
し
や
す
い
体
制
整
備

を
図
り
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
の
推
進

「
第
6
期
気
仙
沼
市
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
保

健
･
医
療
･
福
祉
･
介
護
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
な
ど
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
の
整
備
を
さ

ら
に
推
進
し
ま
す
。

■
障
害
者
福
祉
の
充
実

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
生

活
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
児
童
福
祉
施
設
等
の
整
備

新
城
小
学
校
校
地
内
に
留

守
家
庭
児
童
セ
ン
タ
ー
を
整

備
し
ま
す
。

■
被
災
者
の
生
活
支
援

応
急
仮
設
住
宅
団
地
の
見

守
り
活
動
な
ど
を
継
続
し
、

孤
立
化
防
止
、
心
の
ケ
ア
対

策
な
ど
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

拠
点
と
な
る
災
害
公
営
住

宅
内
に
高
齢
者
相
談
室
を
設

置
し
、
生
活
援
助
員
に
よ
る

訪
問
活
動
や
総
合
相
談
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な

財
源
確
保
と
制
度
充
実
を
国

に
要
望
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
医
療
費
一

部
負
担
金
の
免
除
は
、
被
災

者
の
健
康
不
安
や
経
済
負
担

軽
減
の
た
め
、
国
の
財
政
支

援
を
活
用
し
、
対
象
者
の
範

囲
や
期
間
を
限
定
し
て
4
月

1
日
か
ら
再
開
し
ま
す
。

■
学
校
施
設
の
整
備

新
城
小
学
校
の
プ
ー
ル
を

移
転
新
築
す
る
と
と
も
に
、

小
学
校
2
校
、
中
学
校
1
校

に
太
陽
光
発
電
設
備
を
整
備

し
、
避
難
所
機
能
を
充
実
し

ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た

本
吉
共
同
調
理
場
の
移
転
新

築
を
進
め
ま
す
。

■
社
会
教
育
施
設
の
整
備

小
泉
公
民
館
建
設
を
進
め

る
と
と
も
に
、中
央
公
民
館
と

鹿
折
公
民
館
は
、
建
設
予
定

地
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の

進
捗
を
踏
ま
え
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
へ
太
陽
光
発

電
設
備
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

気
仙
沼
図
書
館
は
、
再
建

整
備
を
進
め
、
市
民
会
館
は
、

空
調
・
舞
台
設
備
な
ど
の
改

修
を
実
施
す
る
ほ
か
、
太
陽

光
発
電
設
備
な
ど
を
整
備
し

ま
す
。

■
学
校
教
育
環
境
の
整
備

被
災
児
童
・
生
徒
の
就
学

支
援
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

の
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
等
の
配
置
な
ど
、
き

め
細
か
な
心
の
ケ
ア
と
学
習

指
導
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
防
災

主
幹
・
主
任
を
中
心
に
、
防

災
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
義
務
教
育
環
境
の
整
備

少
子
化
が
急
速
に
進
む
中
、

今
年
度
策
定
の
計
画
に
基
づ

き
、
復
興
事
業
の
進
捗
や
出

生
数
な
ど
を
踏
ま
え
、
保
護

者
・
地
域
の
理
解
と
協
力
を

得
て
、
学
校
の
統
合
な
ど
望

ま
し
い
教
育
環
境
整
備
を
進

め
ま
す
。

■
文
化
財
の
保
護

被
災
資
料
の
復
元
･
修
復

事
業
を
続
け
ま
す
。
埋
蔵
文

化
財
の
速
や
か
な
発
掘
調
査

と
保
護
に
努
め
ま
す
。

■
大
学
・
研
究
機
関
等
と

の
連
携

東
京
海
洋
大
学
な
ど
、
本

市
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
大
学

と
の
協
力
関
係
を
一
層
強
固

に
し
、
ま
ち
づ
く
り
や
産
業

振
興
に
つ
な
が
る
取
組
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、「
気
仙
沼
大

学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
情
報

共
有
を
進
め
、
活
動
内
容
を

広
く
発
信
し
、
市
民
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の
醸

成
に
努
め
ま
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
の

整
備

自
治
会
運
営
費
支
援
を
継

続
し
、
被
災
集
会
施
設
な
ど

は
、
各
種
復
興
事
業
を
活
用

し
整
備
を
進
め
、
復
興
事
業

対
象
外
の
施
設
は
、
新
た
な

補
助
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

復
旧
整
備
し
た
気
仙
沼
と

唐
桑
地
域
の
情
報
通
信
基
盤

を
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会

社
に
貸
し
付
け
、
本
市
の
復

旧
・
復
興
情
報
を
市
民
に
発

信
す
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

■
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
支
援

応
急
仮
設
住
宅
の
自
治
組

織
の
設
立
・
運
営
は
、
支
援

団
体
や
関
係
機
関
と
の
情
報

共
有
、
連
携
を
図
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
振

興
を
図
り
ま
す
。

被
災
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
を
促
進
し
、
地
域

住
民
な
ど
の
主
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
推
進
の
た
め
、
復
興

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
運
営
経

費
の
支
援
を
続
け
ま
す
。

■
市
民
等
と
の
協
働
の
推
進

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

の
組
織
充
実
を
図
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
各
種
市
民
団
体

の
活
動
充
実
や
育
成
の
た
め

の
研
修
会
実
施
と
と
も
に
、

各
支
援
団
体
と
連
携
し
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の
運

営
を
支
援
し
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
担
い
手
育
成
担
当
の
地

域
支
援
員
を
継
続
し
て
配
置

し
若
い
世
代
の
交
流
の
場
な

ど
を
設
け
、
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
意
識
醸
成
や
人
材
育

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
在
住
外
国
人
へ
の
支
援

小
さ
な
国
際
大
使
館
を
核

に
日
本
語
教
室
開
催
な
ど
の

生
活
支
援
の
ほ
か
、
外
国
人

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進

の
た
め
、「
在
住
外
国
人
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
充
実
を
図
り
、

気
仙
沼
市
国
際
交
流
協
会
な

ど
と
連
携
し
、
各
種
情
報
提

供
や
研
修
・
交
流
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

第
1
の
柱
「
市
土
基
盤
の
整
備
」

「第 59 回市議会」が、２月 14 日に開会し、
初日には、菅原市長が「気仙沼市の創造的復
興はこれからが正念場であり、市民の皆さま
と力を合わせ、知恵を出し合いながら一つ一
つの取組を重ね、『チーム気仙沼』として、総
力を結集することが一番大事なことと考えて
いる。将来の気仙沼市を見据えた『本格復興
の年』となるよう、全力で取り組む」と述べ
ました。
引き続き市長は、平成 26 年度の施策と市長・
市議会議員の改選期にあたるため、基本は骨
格としながらも復旧・復興が遅れることのな
いよう計上した当初予算案について説明をし
ました。
今回は、施策の主な内容をお知らせします。

大島架橋へのトンネル工事が進められて
います
大島架橋へのトンネル工事が進められて
います

南郷地区災害公営住宅のイメージ南郷地区災害公営住宅のイメージ
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平
成
26
年
度
の
主
な
施
策

■
土
地
利
用
計
画
の
検
討

新
た
な
住
宅
地
整
備
や
産

業
再
生
な
ど
の
総
合
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

計
画
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

■
地
盤
沈
下
の
対
策

各
種
制
度
を
活
用
し
、
嵩

上
げ
事
業
を
進
め
ま
す
。

■
土
地
区
画
整
理
事
業

鹿
折
･
南
気
仙
沼
両
地
区

は
、
29
年
度
の
事
業
完
了
を

目
指
し
、
盛
土
工
事
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

■
漁
業
集
落
の
再
生

各
種
制
度
を
活
用
し
、
道

路
復
旧
な
ど
の
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

■
道
路
災
害
復
旧
事
業

27
年
度
内
完
了
を
目
標
に
、

約
7
0
0
箇
所
の
復
旧
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

■
都
市
計
画
道
路
の
整
備

魚
市
場
中
谷
地
線
な
ど
6

路
線
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
市
道
の
整
備

こ
れ
ま
で
の
整
備
事
業
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
幸
町

南
が
丘
線
の
工
事
、
金
子
線
・

菖
蒲
沢
線
の
用
地
買
収
を
実

施
し
、
27
年
度
完
了
を
目
指

し
ま
す
。

■
三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備

早
期
完
成
に
向
け
、
全
力

で
整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。

■
大
島
架
橋
の
整
備
促
進

26
年
度
は
、
架
橋
本
体
の

本
格
工
事
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
30
年
度
の
完
成
が
少
し

で
も
早
ま
る
よ
う
県
に
要
望

し
ま
す
。

■
国
道
3
4
6
号
本
吉
バ

イ
パ
ス
・
唐
桑
最
短
道

の
整
備

本
吉
バ
イ
パ
ス
は
、
土
工

事
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
も
県
と
協
調
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

唐
桑
最
短
道
は
、
東
舞
根

工
区
の
整
備
推
進
と
舞
根
・

鹿
折
間
の
早
期
整
備
を
県
に

要
望
し
ま
す
。

■
Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
･
気
仙

沼
線
の
復
旧

Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
鉄
道
復

旧
概
算
工
事
費
が
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
関
係
市
町
と
連

携
し
、
国
へ
の
財
政
支
援
要

望
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

■
住
宅
再
建
の
支
援

防
災
集
団
移
転
で
転
居
す

る
方
に
、
各
種
補
助
制
度
の

周
知
を
図
り
、
土
地
引
渡
し

説
明
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

個
別
移
転
の
方
に
は
、
が

け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転

事
業
や
本
市
独
自
メ
ニ
ュ
ー

で
再
建
を
支
援
し
ま
す
。

■
災
害
公
営
住
宅
の
建
設

各
地
区
で
造
成
工
事
を
進

め
て
お
り
、進
捗
に
応
じ
て
建

築
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
南

郷
地
区
な
ど
で
は
26
年
度
内

入
居
が
可
能
の
見
込
み
で
す
。

■
下
水
道
の
整
備

終
末
処
理
場
本
復
旧
工
事

は
、
26
年
度
内
完
成
を
目
指

し
ま
す
。
幹
線
管か

ん

渠き
ょ

の
復
旧

を
継
続
し
、
枝
線
な
ど
は
他

の
事
業
と
整
合
性
を
図
り
整

備
し
ま
す
。
新
規
整
備
は
、

九
条
汚
水
幹
線
な
ど
の
ほ
か
、

本
郷
･
田
中
前
地
区
の
汚
水

管
渠
築
造
工
事
を
進
め
ま
す
。

本
郷
･
南
郷
･
田
中
前
地
区

冠
水
対
策
事
業
は
、
雨
水
ポ

ン
プ
場
の
建
設
や
雨
水
排
水

路
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

■
水
道
の
整
備

他
の
事
業
と
整
合
性
を
図

り
復
旧
事
業
を
進
め
ま
す
。

配
水
管
や
配
水
施
設
を
整
備

し
ま
す
。
水
源
開
発
の
事
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
漏

水
調
査
や
老
朽
管
更
新
な
ど

を
進
め
、
安
定
給
水
を
図
り
、

有
収
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

■
ガ
ス
の
整
備

被
災
地
域
へ
の
ガ
ス
導
管

の
復
旧
や
経
年
管
の
更
新
事

業
を
継
続
し
、
需
要
の
拡
大

に
努
め
る
と
と
も
に
、
ガ
ス

の
安
定
供
給
と
安
全
確
保
に

努
め
ま
す
。

■
海
岸
施
設
の
復
旧

市
民
と
の
合
意
形
成
に
積

極
的
に
関
わ
り
、
海
岸
の
良

好
な
形
成
と
安
全
確
保
の
早

期
実
現
に
向
け
、
関
係
機
関

に
働
き
か
け
ま
す
。

■
避
難
対
策
の
強
化

地
区
別
津
波
避
難
計
画
の

策
定
を
行
い
ま
す
。

■
津
波
対
策
の
推
進
と
防

災
体
制
の
整
備

沿
岸
部
の
防
災
行
政
無
線

屋
外
子
局
を
デ
ジ
タ
ル
通
信

方
式
に
更
新
す
る
と
と
も
に
、

太
陽
光
発
電
装
置
を
設
置
し
、

確
実
な
災
害
情
報
の
伝
達
を

図
り
ま
す
。
海
抜
表
示
用
プ

レ
ー
ト
の
設
置
の
ほ
か
、
避

難
誘
導
表
示
板
を
整
備
し
ま

す
。

■
自
主
防
災
組
織
の
充
実

自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議

会
を
設
立
し
、
地
域
の
防
災

体
制
を
充
実
し
ま
す
。

■
防
災
意
識
の
向
上

避
難
訓
練
や
防
災
講
座
に

よ
り
市
民
の
防
災
意
識
向
上

を
図
り
ま
す
。

■
消
防
体
制
の
整
備

消
防
団
装
備
の
充
実
、
機

能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

災
害
時
の
安
全
管
理
に
配
慮

し
た
訓
練
や
研
修
な
ど
を
通

じ
情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。

■
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
用

震
災
の
写
真
・
映
像
な
ど

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
一
般

公
開
す
る
と
と
も
に
、
防
災

教
育
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

■
農
林
業
の
再
生

被
災
農
家
の
早
期
営
農
再

開
に
向
け
た
各
種
事
業
を
継

続
し
、
最
知
、
大
谷
、
田
の

沢
と
杉
ノ
下
の
4
地
区
の
災

害
復
旧
と
合
わ
せ
た
圃ほ   

場じ
ょ
う

整

備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

林
業
は
、
市
独
自
の
間
伐

材
搬
出
支
援
な
ど
を
行
い
、

間
伐
促
進
と
自
伐
林
家
な
ど

の
育
成
を
図
り
ま
す
。　
　

■
魚
市
場
南
側
施
設
等
整

備
事
業

水
産
･
観
光
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
ま
た
、
高
度
衛
生

管
理
対
応
施
設
と
し
て
、
27

年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
施

設
･
臨
港
道
路
の
整
備
に
着

手
し
ま
す
。

■
水
産
加
工
施
設
等
の
再
建

鹿
折
・
南
気
仙
沼
両
地
区

の
水
産
加
工
施
設
等
集
積
地

の
基
盤
整
備
工
事
を
進
め
、

立
地
希
望
事
業
者
へ
の
早
急

な
用
地
譲
渡
の
ほ
か
、
水
産

業
共
同
利
用
施
設
復
興
整
備

事
業
を
活
用
し
、
再
建
を
支

援
し
ま
す
。
赤
岩
港
水
産
加

工
団
地
は
、
26
年
度
中
の
造

成
完
了
に
向
け
整
備
を
進
め

ま
す
。

■
安
全
・
安
心
な
気
仙
沼

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

気
仙
沼
市
水
産
加
工
業
振

興
協
議
会
の
地
域
ハ
サ
ッ
プ

再
構
築
の
取
組
を
支
援
し
ま

す
。
水
産
業
輸
出
促
進
等
調

査
事
業
の
実
施
と
と
も
に
、

水
産
物
の
多
角
的
利
用
推
進

の
た
め
、
気
仙
沼
水
産
資
源

活
用
研
究
会
の
活
動
を
推
進

し
ま
す
。「
海
の
市
」
の
再
開

を
支
援
し
、
地
域
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
集
客
を
図
り
、

産
業
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

■
第
1
種
漁
港
の
災
害
復

旧
事
業
等

漁
港
施
設
は
26
年
度
、
海

岸
保
全
施
設
は
27
年
度
完
了

を
目
指
し
復
旧
を
進
め
、
併

せ
て
必
要
箇
所
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

■
沿
岸
漁
業
の
支
援

海
岸
漂
着
や
漁
場
か
ら
回

収
さ
れ
た
ガ
レ
キ
の
運
搬
処

分
を
行
い
、
漁
場
環
境
の
早

期
回
復
を
図
り
ま
す
。

■
水
産
物
の
放
射
能
対
策

魚
市
場
で
検
査
を
継
続
し
、

気
仙
沼
産
水
産
物
の
安
全
性

を
確
保
し
ま
す
。

■
中
小
事
業
者
の
事
業
再

開
･
継
続
支
援

商
店
・
工
場
な
ど
の
仮
設

施
設
の
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
市
融
資
制
度
の
拡
充
に

よ
る
資
金
需
要
へ
の
対
応
や

地
域
商
業
施
設
等
の
復
旧
、

物
産
品
販
路
拡
大
支
援
事
業

な
ど
産
業
復
興
支
援
を
継
続

し
ま
す
。
地
域
商
業
等
計
画

策
定
事
業
に
よ
り
、
グ
ル
ー

プ
化
補
助
金
な
ど
を
活
用
し

た
共
同
店
舗
や
商
業
集
積
地

形
成
に
あ
た
っ
て
の
計
画
づ

く
り
支
援
な
ど
、
商
店
街
再

生
へ
の
取
組
が
円
滑
に
進
む

よ
う
支
援
し
ま
す
。

■
観
光
振
興
の
取
組

「
海
の
市
」2
階
に「（
仮
称
）

気
仙
沼
市
観
光
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
」を
設
置
し
、
案
内
の

充
実
な
ど
、
観
光
の
総
合
拠

点
と
し
て
活
用
を
図
り
ま
す
。

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

や
イ
ベ
ン
ト
開

催
支
援
の
ほ

か
、
観
光
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
海

の
子 

ホ
ヤ
ぼ
ー

や
」
活
用
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
展
開
し

ま
す
。
仙
台
･

宮
城
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
続
く
4
〜
6

月
の
ポ
ス
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
は
、
観
光
関

係
者
と
市
民
が

一
体
と
な
っ
た

受
入
れ
態
勢
整

備
を
進
め
ま

す
。
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
貴

重
な
地
域
資
源
の
保
全
と
情

報
発
信
に
努
め
、
誘
客
促
進

に
つ
な
が
る
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ

ム
へ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

■
企
業
誘
致

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る

積
極
的
な
企
業
訪
問
や
首
都

圏
企
業
と
の
関
係
強
化
を
目

的
と
し
た
「
ゴ
ー
ヘ
イ
！
気

仙
沼
の
会
」、
企
業
立
地
セ
ミ

ナ
ー
で
の
情
報
発
信
、
企
業

立
地
優
遇
制
度
な
ど
の
活
用

を
図
り
、
一
層
の
誘
致
に
努

め
ま
す
。

■
雇
用
の
創
出

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
気
仙
沼
管

内
有
効
求
人
倍
率
は
高
い
も

の
の
、
職
種
に
よ
る
求
人
・

求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
継
続
的

雇
用
の
受
皿
と
な
る
産
業
の

本
格
復
興
に
向
け
た
取
組
を

進
め
る
と
と
も
に
、
合
同
企

業
説
明
会
の
開
催
な
ど
、
地

元
企
業
就
職
に
つ
な
が
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

■
人
材
の
育
成

技
能
講
習
受
講
料
助
成
の

継
続
と
と
も
に
、
県
立
気
仙

沼
高
等
技
術
専
門
校
と
連
携

し
、
離
職
者
の
再
就
職
機
会

拡
大
を
図
り
ま
す
。
職
業
能

力
開
発
な
ど
の
事
業
の
活
用

や
、
東
北
未
来
創
造
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
と
連
携
し
、
地
域
経

済
や
ま
ち
づ
く
り
を
リ
ー
ド

す
る
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
と
環
境
未
来
都

市
の
実
現

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

補
助
や
低
炭
素
社
会
対
応
型

浄
化
槽
集
中
導
入
事
業
を
継

続
し
ま
す
。

■
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

街
路
防
犯
灯
な
ど
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
と
と
も
に
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
や
風
力
発
電
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
の
最
適
化
を
図

る
事
業
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

■
放
射
能
対
策

定
点
測
定
を
継
続
す
る
ほ

か
、
自
家
消
費
食
品
の
測
定

体
制
を
維
持
し
、
食
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
一
般
廃
棄
物
の
処
理

唐
桑
・
本
吉
最
終
処
分
場

閉
鎖
に
向
け
た
整
備
実
施
と

と
も
に
、新
た
な
処
分
場
整
備

は
、一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
の

見
直
し
を
踏
ま
え
進
め
ま
す
。

■
被
災
福
祉
施
設
の
復
旧

整
備

復
旧
整
備
の
促
進
と
と
も

に
、
関
係
機
関
や
地
域
と
連

携
し
て
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。「（
仮
称
）
市
民
福
祉

セ
ン
タ
ー
」
を
28
年
度
供
用

開
始
に
向
け
鹿
折
地
区
災
害

公
営
住
宅
と
合
築
し
て
整
備

し
ま
す
。

■
市
立
新
病
院
の
整
備

造
成
工
事
お
よ
び
病
院
本

体
工
事
に
着
手
す
る
ほ
か
、

医
療
機
器
整
備
計
画
策
定
な

ど
を
行
い
ま
す
。

■
市
立
本
吉
病
院
の
体
制

充
実

医
師
・
看
護
師
な
ど
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
を
図
り
、
在
宅
を

含
む
医
療
体
制
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

■
地
域
拠
点
の
整
備

27
年
度
供
用
開
始
に
向
け

「（
仮
称
）
本
吉
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
建
設
に
着
手
し
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り
の
支
援

生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
を

推
進
し
、
各
種
健
診
助
成
や

休
日
・
夜
間
健
診
に
加
え
、

未
受
診
者
の
健
診
日
追
加
な

ど
受
診
し
や
す
い
体
制
整
備

を
図
り
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
の
推
進

「
第
6
期
気
仙
沼
市
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
保

健
･
医
療
･
福
祉
･
介
護
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
な
ど
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
の
整
備
を
さ

ら
に
推
進
し
ま
す
。

■
障
害
者
福
祉
の
充
実

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
生

活
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
児
童
福
祉
施
設
等
の
整
備

新
城
小
学
校
校
地
内
に
留

守
家
庭
児
童
セ
ン
タ
ー
を
整

備
し
ま
す
。

■
被
災
者
の
生
活
支
援

応
急
仮
設
住
宅
団
地
の
見

守
り
活
動
な
ど
を
継
続
し
、

孤
立
化
防
止
、
心
の
ケ
ア
対

策
な
ど
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

拠
点
と
な
る
災
害
公
営
住

宅
内
に
高
齢
者
相
談
室
を
設

置
し
、
生
活
援
助
員
に
よ
る

訪
問
活
動
や
総
合
相
談
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な

財
源
確
保
と
制
度
充
実
を
国

に
要
望
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
医
療
費
一

部
負
担
金
の
免
除
は
、
被
災

者
の
健
康
不
安
や
経
済
負
担

軽
減
の
た
め
、
国
の
財
政
支

援
を
活
用
し
、
対
象
者
の
範

囲
や
期
間
を
限
定
し
て
4
月

1
日
か
ら
再
開
し
ま
す
。

■
学
校
施
設
の
整
備

新
城
小
学
校
の
プ
ー
ル
を

移
転
新
築
す
る
と
と
も
に
、

小
学
校
2
校
、
中
学
校
1
校

に
太
陽
光
発
電
設
備
を
整
備

し
、
避
難
所
機
能
を
充
実
し

ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た

本
吉
共
同
調
理
場
の
移
転
新

築
を
進
め
ま
す
。

■
社
会
教
育
施
設
の
整
備

小
泉
公
民
館
建
設
を
進
め

る
と
と
も
に
、中
央
公
民
館
と

鹿
折
公
民
館
は
、
建
設
予
定

地
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の

進
捗
を
踏
ま
え
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
へ
太
陽
光
発

電
設
備
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

気
仙
沼
図
書
館
は
、
再
建

整
備
を
進
め
、
市
民
会
館
は
、

空
調
・
舞
台
設
備
な
ど
の
改

修
を
実
施
す
る
ほ
か
、
太
陽

光
発
電
設
備
な
ど
を
整
備
し

ま
す
。

■
学
校
教
育
環
境
の
整
備

被
災
児
童
・
生
徒
の
就
学

支
援
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

の
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
等
の
配
置
な
ど
、
き

め
細
か
な
心
の
ケ
ア
と
学
習

指
導
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
防
災

主
幹
・
主
任
を
中
心
に
、
防

災
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
義
務
教
育
環
境
の
整
備

少
子
化
が
急
速
に
進
む
中
、

今
年
度
策
定
の
計
画
に
基
づ

き
、
復
興
事
業
の
進
捗
や
出

生
数
な
ど
を
踏
ま
え
、
保
護

者
・
地
域
の
理
解
と
協
力
を

得
て
、
学
校
の
統
合
な
ど
望

ま
し
い
教
育
環
境
整
備
を
進

め
ま
す
。

■
文
化
財
の
保
護

被
災
資
料
の
復
元
･
修
復

事
業
を
続
け
ま
す
。
埋
蔵
文

化
財
の
速
や
か
な
発
掘
調
査

と
保
護
に
努
め
ま
す
。

■
大
学
・
研
究
機
関
等
と

の
連
携

東
京
海
洋
大
学
な
ど
、
本

市
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
大
学

と
の
協
力
関
係
を
一
層
強
固

に
し
、
ま
ち
づ
く
り
や
産
業

振
興
に
つ
な
が
る
取
組
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、「
気
仙
沼
大

学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
情
報

共
有
を
進
め
、
活
動
内
容
を

広
く
発
信
し
、
市
民
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の
醸

成
に
努
め
ま
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
の

整
備

自
治
会
運
営
費
支
援
を
継

続
し
、
被
災
集
会
施
設
な
ど

は
、
各
種
復
興
事
業
を
活
用

し
整
備
を
進
め
、
復
興
事
業

対
象
外
の
施
設
は
、
新
た
な

補
助
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

復
旧
整
備
し
た
気
仙
沼
と

唐
桑
地
域
の
情
報
通
信
基
盤

を
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会

社
に
貸
し
付
け
、
本
市
の
復

旧
・
復
興
情
報
を
市
民
に
発

信
す
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

■
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
支
援

応
急
仮
設
住
宅
の
自
治
組

織
の
設
立
・
運
営
は
、
支
援

団
体
や
関
係
機
関
と
の
情
報

共
有
、
連
携
を
図
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
振

興
を
図
り
ま
す
。

被
災
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
を
促
進
し
、
地
域

住
民
な
ど
の
主
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
推
進
の
た
め
、
復
興

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
運
営
経

費
の
支
援
を
続
け
ま
す
。

■
市
民
等
と
の
協
働
の
推
進

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

の
組
織
充
実
を
図
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
各
種
市
民
団
体

の
活
動
充
実
や
育
成
の
た
め

の
研
修
会
実
施
と
と
も
に
、

各
支
援
団
体
と
連
携
し
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の
運

営
を
支
援
し
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
担
い
手
育
成
担
当
の
地

域
支
援
員
を
継
続
し
て
配
置

し
若
い
世
代
の
交
流
の
場
な

ど
を
設
け
、
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
意
識
醸
成
や
人
材
育

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
在
住
外
国
人
へ
の
支
援

小
さ
な
国
際
大
使
館
を
核

に
日
本
語
教
室
開
催
な
ど
の

生
活
支
援
の
ほ
か
、
外
国
人

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進

の
た
め
、「
在
住
外
国
人
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
充
実
を
図
り
、

気
仙
沼
市
国
際
交
流
協
会
な

ど
と
連
携
し
、
各
種
情
報
提

供
や
研
修
・
交
流
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

第
2
の
柱
「
防
災
体
制
の
整
備
」

第
3
の
柱

「
産
業
再
生
と
雇
用
創
出
」

魚市場の整備を進めています魚市場の整備を進めています

南気仙沼地区水産加工集積地の工事風景南気仙沼地区水産加工集積地の工事風景
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平
成
26
年
度
の
主
な
施
策

■
土
地
利
用
計
画
の
検
討

新
た
な
住
宅
地
整
備
や
産

業
再
生
な
ど
の
総
合
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

計
画
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

■
地
盤
沈
下
の
対
策

各
種
制
度
を
活
用
し
、
嵩

上
げ
事
業
を
進
め
ま
す
。

■
土
地
区
画
整
理
事
業

鹿
折
･
南
気
仙
沼
両
地
区

は
、
29
年
度
の
事
業
完
了
を

目
指
し
、
盛
土
工
事
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

■
漁
業
集
落
の
再
生

各
種
制
度
を
活
用
し
、
道

路
復
旧
な
ど
の
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

■
道
路
災
害
復
旧
事
業

27
年
度
内
完
了
を
目
標
に
、

約
7
0
0
箇
所
の
復
旧
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

■
都
市
計
画
道
路
の
整
備

魚
市
場
中
谷
地
線
な
ど
6

路
線
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
市
道
の
整
備

こ
れ
ま
で
の
整
備
事
業
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
幸
町

南
が
丘
線
の
工
事
、
金
子
線
・

菖
蒲
沢
線
の
用
地
買
収
を
実

施
し
、
27
年
度
完
了
を
目
指

し
ま
す
。

■
三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備

早
期
完
成
に
向
け
、
全
力

で
整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。

■
大
島
架
橋
の
整
備
促
進

26
年
度
は
、
架
橋
本
体
の

本
格
工
事
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
30
年
度
の
完
成
が
少
し

で
も
早
ま
る
よ
う
県
に
要
望

し
ま
す
。

■
国
道
3
4
6
号
本
吉
バ

イ
パ
ス
・
唐
桑
最
短
道

の
整
備

本
吉
バ
イ
パ
ス
は
、
土
工

事
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
も
県
と
協
調
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

唐
桑
最
短
道
は
、
東
舞
根

工
区
の
整
備
推
進
と
舞
根
・

鹿
折
間
の
早
期
整
備
を
県
に

要
望
し
ま
す
。

■
Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
･
気
仙

沼
線
の
復
旧

Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
鉄
道
復

旧
概
算
工
事
費
が
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
関
係
市
町
と
連

携
し
、
国
へ
の
財
政
支
援
要

望
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

■
住
宅
再
建
の
支
援

防
災
集
団
移
転
で
転
居
す

る
方
に
、
各
種
補
助
制
度
の

周
知
を
図
り
、
土
地
引
渡
し

説
明
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

個
別
移
転
の
方
に
は
、
が

け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転

事
業
や
本
市
独
自
メ
ニ
ュ
ー

で
再
建
を
支
援
し
ま
す
。

■
災
害
公
営
住
宅
の
建
設

各
地
区
で
造
成
工
事
を
進

め
て
お
り
、進
捗
に
応
じ
て
建

築
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
南

郷
地
区
な
ど
で
は
26
年
度
内

入
居
が
可
能
の
見
込
み
で
す
。

■
下
水
道
の
整
備

終
末
処
理
場
本
復
旧
工
事

は
、
26
年
度
内
完
成
を
目
指

し
ま
す
。
幹
線
管か

ん

渠き
ょ

の
復
旧

を
継
続
し
、
枝
線
な
ど
は
他

の
事
業
と
整
合
性
を
図
り
整

備
し
ま
す
。
新
規
整
備
は
、

九
条
汚
水
幹
線
な
ど
の
ほ
か
、

本
郷
･
田
中
前
地
区
の
汚
水

管
渠
築
造
工
事
を
進
め
ま
す
。

本
郷
･
南
郷
･
田
中
前
地
区

冠
水
対
策
事
業
は
、
雨
水
ポ

ン
プ
場
の
建
設
や
雨
水
排
水

路
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

■
水
道
の
整
備

他
の
事
業
と
整
合
性
を
図

り
復
旧
事
業
を
進
め
ま
す
。

配
水
管
や
配
水
施
設
を
整
備

し
ま
す
。
水
源
開
発
の
事
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
漏

水
調
査
や
老
朽
管
更
新
な
ど

を
進
め
、
安
定
給
水
を
図
り
、

有
収
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

■
ガ
ス
の
整
備

被
災
地
域
へ
の
ガ
ス
導
管

の
復
旧
や
経
年
管
の
更
新
事

業
を
継
続
し
、
需
要
の
拡
大

に
努
め
る
と
と
も
に
、
ガ
ス

の
安
定
供
給
と
安
全
確
保
に

努
め
ま
す
。

■
海
岸
施
設
の
復
旧

市
民
と
の
合
意
形
成
に
積

極
的
に
関
わ
り
、
海
岸
の
良

好
な
形
成
と
安
全
確
保
の
早

期
実
現
に
向
け
、
関
係
機
関

に
働
き
か
け
ま
す
。

■
避
難
対
策
の
強
化

地
区
別
津
波
避
難
計
画
の

策
定
を
行
い
ま
す
。

■
津
波
対
策
の
推
進
と
防

災
体
制
の
整
備

沿
岸
部
の
防
災
行
政
無
線

屋
外
子
局
を
デ
ジ
タ
ル
通
信

方
式
に
更
新
す
る
と
と
も
に
、

太
陽
光
発
電
装
置
を
設
置
し
、

確
実
な
災
害
情
報
の
伝
達
を

図
り
ま
す
。
海
抜
表
示
用
プ

レ
ー
ト
の
設
置
の
ほ
か
、
避

難
誘
導
表
示
板
を
整
備
し
ま

す
。

■
自
主
防
災
組
織
の
充
実

自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議

会
を
設
立
し
、
地
域
の
防
災

体
制
を
充
実
し
ま
す
。

■
防
災
意
識
の
向
上

避
難
訓
練
や
防
災
講
座
に

よ
り
市
民
の
防
災
意
識
向
上

を
図
り
ま
す
。

■
消
防
体
制
の
整
備

消
防
団
装
備
の
充
実
、
機

能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

災
害
時
の
安
全
管
理
に
配
慮

し
た
訓
練
や
研
修
な
ど
を
通

じ
情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。

■
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
用

震
災
の
写
真
・
映
像
な
ど

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
一
般

公
開
す
る
と
と
も
に
、
防
災

教
育
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

■
農
林
業
の
再
生

被
災
農
家
の
早
期
営
農
再

開
に
向
け
た
各
種
事
業
を
継

続
し
、
最
知
、
大
谷
、
田
の

沢
と
杉
ノ
下
の
4
地
区
の
災

害
復
旧
と
合
わ
せ
た
圃ほ   

場じ
ょ
う

整

備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

林
業
は
、
市
独
自
の
間
伐

材
搬
出
支
援
な
ど
を
行
い
、

間
伐
促
進
と
自
伐
林
家
な
ど

の
育
成
を
図
り
ま
す
。　
　

■
魚
市
場
南
側
施
設
等
整

備
事
業

水
産
･
観
光
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
ま
た
、
高
度
衛
生

管
理
対
応
施
設
と
し
て
、
27

年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
施

設
･
臨
港
道
路
の
整
備
に
着

手
し
ま
す
。

■
水
産
加
工
施
設
等
の
再
建

鹿
折
・
南
気
仙
沼
両
地
区

の
水
産
加
工
施
設
等
集
積
地

の
基
盤
整
備
工
事
を
進
め
、

立
地
希
望
事
業
者
へ
の
早
急

な
用
地
譲
渡
の
ほ
か
、
水
産

業
共
同
利
用
施
設
復
興
整
備

事
業
を
活
用
し
、
再
建
を
支

援
し
ま
す
。
赤
岩
港
水
産
加

工
団
地
は
、
26
年
度
中
の
造

成
完
了
に
向
け
整
備
を
進
め

ま
す
。

■
安
全
・
安
心
な
気
仙
沼

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

気
仙
沼
市
水
産
加
工
業
振

興
協
議
会
の
地
域
ハ
サ
ッ
プ

再
構
築
の
取
組
を
支
援
し
ま

す
。
水
産
業
輸
出
促
進
等
調

査
事
業
の
実
施
と
と
も
に
、

水
産
物
の
多
角
的
利
用
推
進

の
た
め
、
気
仙
沼
水
産
資
源

活
用
研
究
会
の
活
動
を
推
進

し
ま
す
。「
海
の
市
」
の
再
開

を
支
援
し
、
地
域
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
集
客
を
図
り
、

産
業
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

■
第
1
種
漁
港
の
災
害
復

旧
事
業
等

漁
港
施
設
は
26
年
度
、
海

岸
保
全
施
設
は
27
年
度
完
了

を
目
指
し
復
旧
を
進
め
、
併

せ
て
必
要
箇
所
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

■
沿
岸
漁
業
の
支
援

海
岸
漂
着
や
漁
場
か
ら
回

収
さ
れ
た
ガ
レ
キ
の
運
搬
処

分
を
行
い
、
漁
場
環
境
の
早

期
回
復
を
図
り
ま
す
。

■
水
産
物
の
放
射
能
対
策

魚
市
場
で
検
査
を
継
続
し
、

気
仙
沼
産
水
産
物
の
安
全
性

を
確
保
し
ま
す
。

■
中
小
事
業
者
の
事
業
再

開
･
継
続
支
援

商
店
・
工
場
な
ど
の
仮
設

施
設
の
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
市
融
資
制
度
の
拡
充
に

よ
る
資
金
需
要
へ
の
対
応
や

地
域
商
業
施
設
等
の
復
旧
、

物
産
品
販
路
拡
大
支
援
事
業

な
ど
産
業
復
興
支
援
を
継
続

し
ま
す
。
地
域
商
業
等
計
画

策
定
事
業
に
よ
り
、
グ
ル
ー

プ
化
補
助
金
な
ど
を
活
用
し

た
共
同
店
舗
や
商
業
集
積
地

形
成
に
あ
た
っ
て
の
計
画
づ

く
り
支
援
な
ど
、
商
店
街
再

生
へ
の
取
組
が
円
滑
に
進
む

よ
う
支
援
し
ま
す
。

■
観
光
振
興
の
取
組

「
海
の
市
」2
階
に「（
仮
称
）

気
仙
沼
市
観
光
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
」を
設
置
し
、
案
内
の

充
実
な
ど
、
観
光
の
総
合
拠

点
と
し
て
活
用
を
図
り
ま
す
。

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

や
イ
ベ
ン
ト
開

催
支
援
の
ほ

か
、
観
光
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
海

の
子 

ホ
ヤ
ぼ
ー

や
」
活
用
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
展
開
し

ま
す
。
仙
台
･

宮
城
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
続
く
4
〜
6

月
の
ポ
ス
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
は
、
観
光
関

係
者
と
市
民
が

一
体
と
な
っ
た

受
入
れ
態
勢
整

備
を
進
め
ま

す
。
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
貴

重
な
地
域
資
源
の
保
全
と
情

報
発
信
に
努
め
、
誘
客
促
進

に
つ
な
が
る
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ

ム
へ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

■
企
業
誘
致

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る

積
極
的
な
企
業
訪
問
や
首
都

圏
企
業
と
の
関
係
強
化
を
目

的
と
し
た
「
ゴ
ー
ヘ
イ
！
気

仙
沼
の
会
」、
企
業
立
地
セ
ミ

ナ
ー
で
の
情
報
発
信
、
企
業

立
地
優
遇
制
度
な
ど
の
活
用

を
図
り
、
一
層
の
誘
致
に
努

め
ま
す
。

■
雇
用
の
創
出

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
気
仙
沼
管

内
有
効
求
人
倍
率
は
高
い
も

の
の
、
職
種
に
よ
る
求
人
・

求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
継
続
的

雇
用
の
受
皿
と
な
る
産
業
の

本
格
復
興
に
向
け
た
取
組
を

進
め
る
と
と
も
に
、
合
同
企

業
説
明
会
の
開
催
な
ど
、
地

元
企
業
就
職
に
つ
な
が
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

■
人
材
の
育
成

技
能
講
習
受
講
料
助
成
の

継
続
と
と
も
に
、
県
立
気
仙

沼
高
等
技
術
専
門
校
と
連
携

し
、
離
職
者
の
再
就
職
機
会

拡
大
を
図
り
ま
す
。
職
業
能

力
開
発
な
ど
の
事
業
の
活
用

や
、
東
北
未
来
創
造
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
と
連
携
し
、
地
域
経

済
や
ま
ち
づ
く
り
を
リ
ー
ド

す
る
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
と
環
境
未
来
都

市
の
実
現

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

補
助
や
低
炭
素
社
会
対
応
型

浄
化
槽
集
中
導
入
事
業
を
継

続
し
ま
す
。

■
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

街
路
防
犯
灯
な
ど
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
と
と
も
に
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
や
風
力
発
電
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
の
最
適
化
を
図

る
事
業
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

■
放
射
能
対
策

定
点
測
定
を
継
続
す
る
ほ

か
、
自
家
消
費
食
品
の
測
定

体
制
を
維
持
し
、
食
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
一
般
廃
棄
物
の
処
理

唐
桑
・
本
吉
最
終
処
分
場

閉
鎖
に
向
け
た
整
備
実
施
と

と
も
に
、新
た
な
処
分
場
整
備

は
、一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
の

見
直
し
を
踏
ま
え
進
め
ま
す
。

■
被
災
福
祉
施
設
の
復
旧

整
備

復
旧
整
備
の
促
進
と
と
も

に
、
関
係
機
関
や
地
域
と
連

携
し
て
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。「（
仮
称
）
市
民
福
祉

セ
ン
タ
ー
」
を
28
年
度
供
用

開
始
に
向
け
鹿
折
地
区
災
害

公
営
住
宅
と
合
築
し
て
整
備

し
ま
す
。

■
市
立
新
病
院
の
整
備

造
成
工
事
お
よ
び
病
院
本

体
工
事
に
着
手
す
る
ほ
か
、

医
療
機
器
整
備
計
画
策
定
な

ど
を
行
い
ま
す
。

■
市
立
本
吉
病
院
の
体
制

充
実

医
師
・
看
護
師
な
ど
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
を
図
り
、
在
宅
を

含
む
医
療
体
制
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

■
地
域
拠
点
の
整
備

27
年
度
供
用
開
始
に
向
け

「（
仮
称
）
本
吉
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
建
設
に
着
手
し
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り
の
支
援

生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
を

推
進
し
、
各
種
健
診
助
成
や

休
日
・
夜
間
健
診
に
加
え
、

未
受
診
者
の
健
診
日
追
加
な

ど
受
診
し
や
す
い
体
制
整
備

を
図
り
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
の
推
進

「
第
6
期
気
仙
沼
市
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
保

健
･
医
療
･
福
祉
･
介
護
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
な
ど
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
の
整
備
を
さ

ら
に
推
進
し
ま
す
。

■
障
害
者
福
祉
の
充
実

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
生

活
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
児
童
福
祉
施
設
等
の
整
備

新
城
小
学
校
校
地
内
に
留

守
家
庭
児
童
セ
ン
タ
ー
を
整

備
し
ま
す
。

■
被
災
者
の
生
活
支
援

応
急
仮
設
住
宅
団
地
の
見

守
り
活
動
な
ど
を
継
続
し
、

孤
立
化
防
止
、
心
の
ケ
ア
対

策
な
ど
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

拠
点
と
な
る
災
害
公
営
住

宅
内
に
高
齢
者
相
談
室
を
設

置
し
、
生
活
援
助
員
に
よ
る

訪
問
活
動
や
総
合
相
談
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な

財
源
確
保
と
制
度
充
実
を
国

に
要
望
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
医
療
費
一

部
負
担
金
の
免
除
は
、
被
災

者
の
健
康
不
安
や
経
済
負
担

軽
減
の
た
め
、
国
の
財
政
支

援
を
活
用
し
、
対
象
者
の
範

囲
や
期
間
を
限
定
し
て
4
月

1
日
か
ら
再
開
し
ま
す
。

■
学
校
施
設
の
整
備

新
城
小
学
校
の
プ
ー
ル
を

移
転
新
築
す
る
と
と
も
に
、

小
学
校
2
校
、
中
学
校
1
校

に
太
陽
光
発
電
設
備
を
整
備

し
、
避
難
所
機
能
を
充
実
し

ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た

本
吉
共
同
調
理
場
の
移
転
新

築
を
進
め
ま
す
。

■
社
会
教
育
施
設
の
整
備

小
泉
公
民
館
建
設
を
進
め

る
と
と
も
に
、中
央
公
民
館
と

鹿
折
公
民
館
は
、
建
設
予
定

地
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の

進
捗
を
踏
ま
え
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
へ
太
陽
光
発

電
設
備
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

気
仙
沼
図
書
館
は
、
再
建

整
備
を
進
め
、
市
民
会
館
は
、

空
調
・
舞
台
設
備
な
ど
の
改

修
を
実
施
す
る
ほ
か
、
太
陽

光
発
電
設
備
な
ど
を
整
備
し

ま
す
。

■
学
校
教
育
環
境
の
整
備

被
災
児
童
・
生
徒
の
就
学

支
援
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

の
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
等
の
配
置
な
ど
、
き

め
細
か
な
心
の
ケ
ア
と
学
習

指
導
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
防
災

主
幹
・
主
任
を
中
心
に
、
防

災
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
義
務
教
育
環
境
の
整
備

少
子
化
が
急
速
に
進
む
中
、

今
年
度
策
定
の
計
画
に
基
づ

き
、
復
興
事
業
の
進
捗
や
出

生
数
な
ど
を
踏
ま
え
、
保
護

者
・
地
域
の
理
解
と
協
力
を

得
て
、
学
校
の
統
合
な
ど
望

ま
し
い
教
育
環
境
整
備
を
進

め
ま
す
。

■
文
化
財
の
保
護

被
災
資
料
の
復
元
･
修
復

事
業
を
続
け
ま
す
。
埋
蔵
文

化
財
の
速
や
か
な
発
掘
調
査

と
保
護
に
努
め
ま
す
。

■
大
学
・
研
究
機
関
等
と

の
連
携

東
京
海
洋
大
学
な
ど
、
本

市
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
大
学

と
の
協
力
関
係
を
一
層
強
固

に
し
、
ま
ち
づ
く
り
や
産
業

振
興
に
つ
な
が
る
取
組
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、「
気
仙
沼
大

学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
情
報

共
有
を
進
め
、
活
動
内
容
を

広
く
発
信
し
、
市
民
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の
醸

成
に
努
め
ま
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
の

整
備

自
治
会
運
営
費
支
援
を
継

続
し
、
被
災
集
会
施
設
な
ど

は
、
各
種
復
興
事
業
を
活
用

し
整
備
を
進
め
、
復
興
事
業

対
象
外
の
施
設
は
、
新
た
な

補
助
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

復
旧
整
備
し
た
気
仙
沼
と

唐
桑
地
域
の
情
報
通
信
基
盤

を
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会

社
に
貸
し
付
け
、
本
市
の
復

旧
・
復
興
情
報
を
市
民
に
発

信
す
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

■
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
支
援

応
急
仮
設
住
宅
の
自
治
組

織
の
設
立
・
運
営
は
、
支
援

団
体
や
関
係
機
関
と
の
情
報

共
有
、
連
携
を
図
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
振

興
を
図
り
ま
す
。

被
災
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
を
促
進
し
、
地
域

住
民
な
ど
の
主
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
推
進
の
た
め
、
復
興

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
運
営
経

費
の
支
援
を
続
け
ま
す
。

■
市
民
等
と
の
協
働
の
推
進

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

の
組
織
充
実
を
図
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
各
種
市
民
団
体

の
活
動
充
実
や
育
成
の
た
め

の
研
修
会
実
施
と
と
も
に
、

各
支
援
団
体
と
連
携
し
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の
運

営
を
支
援
し
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
担
い
手
育
成
担
当
の
地

域
支
援
員
を
継
続
し
て
配
置

し
若
い
世
代
の
交
流
の
場
な

ど
を
設
け
、
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
意
識
醸
成
や
人
材
育

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
在
住
外
国
人
へ
の
支
援

小
さ
な
国
際
大
使
館
を
核

に
日
本
語
教
室
開
催
な
ど
の

生
活
支
援
の
ほ
か
、
外
国
人

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進

の
た
め
、「
在
住
外
国
人
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
充
実
を
図
り
、

気
仙
沼
市
国
際
交
流
協
会
な

ど
と
連
携
し
、
各
種
情
報
提

供
や
研
修
・
交
流
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

第
6
の
柱
「
学
び
と
子
ど
も

を
育
む
環
境
の
整
備
」

第
7
の
柱
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
充
実
と
市
民
等
と
の

協
働
の
推
進
」

コミュニティの維持・振興を図りますコミュニティの維持・振興を図ります
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平
成
26
年
度
の
主
な
施
策

■
土
地
利
用
計
画
の
検
討

新
た
な
住
宅
地
整
備
や
産

業
再
生
な
ど
の
総
合
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

計
画
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

■
地
盤
沈
下
の
対
策

各
種
制
度
を
活
用
し
、
嵩

上
げ
事
業
を
進
め
ま
す
。

■
土
地
区
画
整
理
事
業

鹿
折
･
南
気
仙
沼
両
地
区

は
、
29
年
度
の
事
業
完
了
を

目
指
し
、
盛
土
工
事
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

■
漁
業
集
落
の
再
生

各
種
制
度
を
活
用
し
、
道

路
復
旧
な
ど
の
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

■
道
路
災
害
復
旧
事
業

27
年
度
内
完
了
を
目
標
に
、

約
7
0
0
箇
所
の
復
旧
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

■
都
市
計
画
道
路
の
整
備

魚
市
場
中
谷
地
線
な
ど
6

路
線
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
市
道
の
整
備

こ
れ
ま
で
の
整
備
事
業
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
幸
町

南
が
丘
線
の
工
事
、
金
子
線
・

菖
蒲
沢
線
の
用
地
買
収
を
実

施
し
、
27
年
度
完
了
を
目
指

し
ま
す
。

■
三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備

早
期
完
成
に
向
け
、
全
力

で
整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。

■
大
島
架
橋
の
整
備
促
進

26
年
度
は
、
架
橋
本
体
の

本
格
工
事
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
30
年
度
の
完
成
が
少
し

で
も
早
ま
る
よ
う
県
に
要
望

し
ま
す
。

■
国
道
3
4
6
号
本
吉
バ

イ
パ
ス
・
唐
桑
最
短
道

の
整
備

本
吉
バ
イ
パ
ス
は
、
土
工

事
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
も
県
と
協
調
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

唐
桑
最
短
道
は
、
東
舞
根

工
区
の
整
備
推
進
と
舞
根
・

鹿
折
間
の
早
期
整
備
を
県
に

要
望
し
ま
す
。

■
Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
･
気
仙

沼
線
の
復
旧

Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
鉄
道
復

旧
概
算
工
事
費
が
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
関
係
市
町
と
連

携
し
、
国
へ
の
財
政
支
援
要

望
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

■
住
宅
再
建
の
支
援

防
災
集
団
移
転
で
転
居
す

る
方
に
、
各
種
補
助
制
度
の

周
知
を
図
り
、
土
地
引
渡
し

説
明
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

個
別
移
転
の
方
に
は
、
が

け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転

事
業
や
本
市
独
自
メ
ニ
ュ
ー

で
再
建
を
支
援
し
ま
す
。

■
災
害
公
営
住
宅
の
建
設

各
地
区
で
造
成
工
事
を
進

め
て
お
り
、進
捗
に
応
じ
て
建

築
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
南

郷
地
区
な
ど
で
は
26
年
度
内

入
居
が
可
能
の
見
込
み
で
す
。

■
下
水
道
の
整
備

終
末
処
理
場
本
復
旧
工
事

は
、
26
年
度
内
完
成
を
目
指

し
ま
す
。
幹
線
管か

ん

渠き
ょ

の
復
旧

を
継
続
し
、
枝
線
な
ど
は
他

の
事
業
と
整
合
性
を
図
り
整

備
し
ま
す
。
新
規
整
備
は
、

九
条
汚
水
幹
線
な
ど
の
ほ
か
、

本
郷
･
田
中
前
地
区
の
汚
水

管
渠
築
造
工
事
を
進
め
ま
す
。

本
郷
･
南
郷
･
田
中
前
地
区

冠
水
対
策
事
業
は
、
雨
水
ポ

ン
プ
場
の
建
設
や
雨
水
排
水

路
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

■
水
道
の
整
備

他
の
事
業
と
整
合
性
を
図

り
復
旧
事
業
を
進
め
ま
す
。

配
水
管
や
配
水
施
設
を
整
備

し
ま
す
。
水
源
開
発
の
事
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
漏

水
調
査
や
老
朽
管
更
新
な
ど

を
進
め
、
安
定
給
水
を
図
り
、

有
収
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

■
ガ
ス
の
整
備

被
災
地
域
へ
の
ガ
ス
導
管

の
復
旧
や
経
年
管
の
更
新
事

業
を
継
続
し
、
需
要
の
拡
大

に
努
め
る
と
と
も
に
、
ガ
ス

の
安
定
供
給
と
安
全
確
保
に

努
め
ま
す
。

■
海
岸
施
設
の
復
旧

市
民
と
の
合
意
形
成
に
積

極
的
に
関
わ
り
、
海
岸
の
良

好
な
形
成
と
安
全
確
保
の
早

期
実
現
に
向
け
、
関
係
機
関

に
働
き
か
け
ま
す
。

■
避
難
対
策
の
強
化

地
区
別
津
波
避
難
計
画
の

策
定
を
行
い
ま
す
。

■
津
波
対
策
の
推
進
と
防

災
体
制
の
整
備

沿
岸
部
の
防
災
行
政
無
線

屋
外
子
局
を
デ
ジ
タ
ル
通
信

方
式
に
更
新
す
る
と
と
も
に
、

太
陽
光
発
電
装
置
を
設
置
し
、

確
実
な
災
害
情
報
の
伝
達
を

図
り
ま
す
。
海
抜
表
示
用
プ

レ
ー
ト
の
設
置
の
ほ
か
、
避

難
誘
導
表
示
板
を
整
備
し
ま

す
。

■
自
主
防
災
組
織
の
充
実

自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議

会
を
設
立
し
、
地
域
の
防
災

体
制
を
充
実
し
ま
す
。

■
防
災
意
識
の
向
上

避
難
訓
練
や
防
災
講
座
に

よ
り
市
民
の
防
災
意
識
向
上

を
図
り
ま
す
。

■
消
防
体
制
の
整
備

消
防
団
装
備
の
充
実
、
機

能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

災
害
時
の
安
全
管
理
に
配
慮

し
た
訓
練
や
研
修
な
ど
を
通

じ
情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。

■
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
用

震
災
の
写
真
・
映
像
な
ど

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
一
般

公
開
す
る
と
と
も
に
、
防
災

教
育
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

■
農
林
業
の
再
生

被
災
農
家
の
早
期
営
農
再

開
に
向
け
た
各
種
事
業
を
継

続
し
、
最
知
、
大
谷
、
田
の

沢
と
杉
ノ
下
の
4
地
区
の
災

害
復
旧
と
合
わ
せ
た
圃ほ   

場じ
ょ
う

整

備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

林
業
は
、
市
独
自
の
間
伐

材
搬
出
支
援
な
ど
を
行
い
、

間
伐
促
進
と
自
伐
林
家
な
ど

の
育
成
を
図
り
ま
す
。　
　

■
魚
市
場
南
側
施
設
等
整

備
事
業

水
産
･
観
光
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
ま
た
、
高
度
衛
生

管
理
対
応
施
設
と
し
て
、
27

年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
施

設
･
臨
港
道
路
の
整
備
に
着

手
し
ま
す
。

■
水
産
加
工
施
設
等
の
再
建

鹿
折
・
南
気
仙
沼
両
地
区

の
水
産
加
工
施
設
等
集
積
地

の
基
盤
整
備
工
事
を
進
め
、

立
地
希
望
事
業
者
へ
の
早
急

な
用
地
譲
渡
の
ほ
か
、
水
産

業
共
同
利
用
施
設
復
興
整
備

事
業
を
活
用
し
、
再
建
を
支

援
し
ま
す
。
赤
岩
港
水
産
加

工
団
地
は
、
26
年
度
中
の
造

成
完
了
に
向
け
整
備
を
進
め

ま
す
。

■
安
全
・
安
心
な
気
仙
沼

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

気
仙
沼
市
水
産
加
工
業
振

興
協
議
会
の
地
域
ハ
サ
ッ
プ

再
構
築
の
取
組
を
支
援
し
ま

す
。
水
産
業
輸
出
促
進
等
調

査
事
業
の
実
施
と
と
も
に
、

水
産
物
の
多
角
的
利
用
推
進

の
た
め
、
気
仙
沼
水
産
資
源

活
用
研
究
会
の
活
動
を
推
進

し
ま
す
。「
海
の
市
」
の
再
開

を
支
援
し
、
地
域
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
集
客
を
図
り
、

産
業
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

■
第
1
種
漁
港
の
災
害
復

旧
事
業
等

漁
港
施
設
は
26
年
度
、
海

岸
保
全
施
設
は
27
年
度
完
了

を
目
指
し
復
旧
を
進
め
、
併

せ
て
必
要
箇
所
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

■
沿
岸
漁
業
の
支
援

海
岸
漂
着
や
漁
場
か
ら
回

収
さ
れ
た
ガ
レ
キ
の
運
搬
処

分
を
行
い
、
漁
場
環
境
の
早

期
回
復
を
図
り
ま
す
。

■
水
産
物
の
放
射
能
対
策

魚
市
場
で
検
査
を
継
続
し
、

気
仙
沼
産
水
産
物
の
安
全
性

を
確
保
し
ま
す
。

■
中
小
事
業
者
の
事
業
再

開
･
継
続
支
援

商
店
・
工
場
な
ど
の
仮
設

施
設
の
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
市
融
資
制
度
の
拡
充
に

よ
る
資
金
需
要
へ
の
対
応
や

地
域
商
業
施
設
等
の
復
旧
、

物
産
品
販
路
拡
大
支
援
事
業

な
ど
産
業
復
興
支
援
を
継
続

し
ま
す
。
地
域
商
業
等
計
画

策
定
事
業
に
よ
り
、
グ
ル
ー

プ
化
補
助
金
な
ど
を
活
用
し

た
共
同
店
舗
や
商
業
集
積
地

形
成
に
あ
た
っ
て
の
計
画
づ

く
り
支
援
な
ど
、
商
店
街
再

生
へ
の
取
組
が
円
滑
に
進
む

よ
う
支
援
し
ま
す
。

■
観
光
振
興
の
取
組

「
海
の
市
」2
階
に「（
仮
称
）

気
仙
沼
市
観
光
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
」を
設
置
し
、
案
内
の

充
実
な
ど
、
観
光
の
総
合
拠

点
と
し
て
活
用
を
図
り
ま
す
。

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

や
イ
ベ
ン
ト
開

催
支
援
の
ほ

か
、
観
光
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
海

の
子 

ホ
ヤ
ぼ
ー

や
」
活
用
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
展
開
し

ま
す
。
仙
台
･

宮
城
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
続
く
4
〜
6

月
の
ポ
ス
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
は
、
観
光
関

係
者
と
市
民
が

一
体
と
な
っ
た

受
入
れ
態
勢
整

備
を
進
め
ま

す
。
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
貴

重
な
地
域
資
源
の
保
全
と
情

報
発
信
に
努
め
、
誘
客
促
進

に
つ
な
が
る
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ

ム
へ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

■
企
業
誘
致

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る

積
極
的
な
企
業
訪
問
や
首
都

圏
企
業
と
の
関
係
強
化
を
目

的
と
し
た
「
ゴ
ー
ヘ
イ
！
気

仙
沼
の
会
」、
企
業
立
地
セ
ミ

ナ
ー
で
の
情
報
発
信
、
企
業

立
地
優
遇
制
度
な
ど
の
活
用

を
図
り
、
一
層
の
誘
致
に
努

め
ま
す
。

■
雇
用
の
創
出

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
気
仙
沼
管

内
有
効
求
人
倍
率
は
高
い
も

の
の
、
職
種
に
よ
る
求
人
・

求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
継
続
的

雇
用
の
受
皿
と
な
る
産
業
の

本
格
復
興
に
向
け
た
取
組
を

進
め
る
と
と
も
に
、
合
同
企

業
説
明
会
の
開
催
な
ど
、
地

元
企
業
就
職
に
つ
な
が
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

■
人
材
の
育
成

技
能
講
習
受
講
料
助
成
の

継
続
と
と
も
に
、
県
立
気
仙

沼
高
等
技
術
専
門
校
と
連
携

し
、
離
職
者
の
再
就
職
機
会

拡
大
を
図
り
ま
す
。
職
業
能

力
開
発
な
ど
の
事
業
の
活
用

や
、
東
北
未
来
創
造
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
と
連
携
し
、
地
域
経

済
や
ま
ち
づ
く
り
を
リ
ー
ド

す
る
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
と
環
境
未
来
都

市
の
実
現

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

補
助
や
低
炭
素
社
会
対
応
型

浄
化
槽
集
中
導
入
事
業
を
継

続
し
ま
す
。

■
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

街
路
防
犯
灯
な
ど
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
と
と
も
に
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
や
風
力
発
電
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
の
最
適
化
を
図

る
事
業
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

■
放
射
能
対
策

定
点
測
定
を
継
続
す
る
ほ

か
、
自
家
消
費
食
品
の
測
定

体
制
を
維
持
し
、
食
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
一
般
廃
棄
物
の
処
理

唐
桑
・
本
吉
最
終
処
分
場

閉
鎖
に
向
け
た
整
備
実
施
と

と
も
に
、新
た
な
処
分
場
整
備

は
、一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
の

見
直
し
を
踏
ま
え
進
め
ま
す
。

■
被
災
福
祉
施
設
の
復
旧

整
備

復
旧
整
備
の
促
進
と
と
も

に
、
関
係
機
関
や
地
域
と
連

携
し
て
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。「（
仮
称
）
市
民
福
祉

セ
ン
タ
ー
」
を
28
年
度
供
用

開
始
に
向
け
鹿
折
地
区
災
害

公
営
住
宅
と
合
築
し
て
整
備

し
ま
す
。

■
市
立
新
病
院
の
整
備

造
成
工
事
お
よ
び
病
院
本

体
工
事
に
着
手
す
る
ほ
か
、

医
療
機
器
整
備
計
画
策
定
な

ど
を
行
い
ま
す
。

■
市
立
本
吉
病
院
の
体
制

充
実

医
師
・
看
護
師
な
ど
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
を
図
り
、
在
宅
を

含
む
医
療
体
制
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

■
地
域
拠
点
の
整
備

27
年
度
供
用
開
始
に
向
け

「（
仮
称
）
本
吉
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
建
設
に
着
手
し
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り
の
支
援

生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
を

推
進
し
、
各
種
健
診
助
成
や

休
日
・
夜
間
健
診
に
加
え
、

未
受
診
者
の
健
診
日
追
加
な

ど
受
診
し
や
す
い
体
制
整
備

を
図
り
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
の
推
進

「
第
6
期
気
仙
沼
市
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
保

健
･
医
療
･
福
祉
･
介
護
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
な
ど
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
の
整
備
を
さ

ら
に
推
進
し
ま
す
。

■
障
害
者
福
祉
の
充
実

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
生

活
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
児
童
福
祉
施
設
等
の
整
備

新
城
小
学
校
校
地
内
に
留

守
家
庭
児
童
セ
ン
タ
ー
を
整

備
し
ま
す
。

■
被
災
者
の
生
活
支
援

応
急
仮
設
住
宅
団
地
の
見

守
り
活
動
な
ど
を
継
続
し
、

孤
立
化
防
止
、
心
の
ケ
ア
対

策
な
ど
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

拠
点
と
な
る
災
害
公
営
住

宅
内
に
高
齢
者
相
談
室
を
設

置
し
、
生
活
援
助
員
に
よ
る

訪
問
活
動
や
総
合
相
談
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な

財
源
確
保
と
制
度
充
実
を
国

に
要
望
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
医
療
費
一

部
負
担
金
の
免
除
は
、
被
災

者
の
健
康
不
安
や
経
済
負
担

軽
減
の
た
め
、
国
の
財
政
支

援
を
活
用
し
、
対
象
者
の
範

囲
や
期
間
を
限
定
し
て
4
月

1
日
か
ら
再
開
し
ま
す
。

■
学
校
施
設
の
整
備

新
城
小
学
校
の
プ
ー
ル
を

移
転
新
築
す
る
と
と
も
に
、

小
学
校
2
校
、
中
学
校
1
校

に
太
陽
光
発
電
設
備
を
整
備

し
、
避
難
所
機
能
を
充
実
し

ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た

本
吉
共
同
調
理
場
の
移
転
新

築
を
進
め
ま
す
。

■
社
会
教
育
施
設
の
整
備

小
泉
公
民
館
建
設
を
進
め

る
と
と
も
に
、中
央
公
民
館
と

鹿
折
公
民
館
は
、
建
設
予
定

地
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の

進
捗
を
踏
ま
え
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
へ
太
陽
光
発

電
設
備
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

気
仙
沼
図
書
館
は
、
再
建

整
備
を
進
め
、
市
民
会
館
は
、

空
調
・
舞
台
設
備
な
ど
の
改

修
を
実
施
す
る
ほ
か
、
太
陽

光
発
電
設
備
な
ど
を
整
備
し

ま
す
。

■
学
校
教
育
環
境
の
整
備

被
災
児
童
・
生
徒
の
就
学

支
援
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

の
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
等
の
配
置
な
ど
、
き

め
細
か
な
心
の
ケ
ア
と
学
習

指
導
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
防
災

主
幹
・
主
任
を
中
心
に
、
防

災
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
義
務
教
育
環
境
の
整
備

少
子
化
が
急
速
に
進
む
中
、

今
年
度
策
定
の
計
画
に
基
づ

き
、
復
興
事
業
の
進
捗
や
出

生
数
な
ど
を
踏
ま
え
、
保
護

者
・
地
域
の
理
解
と
協
力
を

得
て
、
学
校
の
統
合
な
ど
望

ま
し
い
教
育
環
境
整
備
を
進

め
ま
す
。

■
文
化
財
の
保
護

被
災
資
料
の
復
元
･
修
復

事
業
を
続
け
ま
す
。
埋
蔵
文

化
財
の
速
や
か
な
発
掘
調
査

と
保
護
に
努
め
ま
す
。

■
大
学
・
研
究
機
関
等
と

の
連
携

東
京
海
洋
大
学
な
ど
、
本

市
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
大
学

と
の
協
力
関
係
を
一
層
強
固

に
し
、
ま
ち
づ
く
り
や
産
業

振
興
に
つ
な
が
る
取
組
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、「
気
仙
沼
大

学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
情
報

共
有
を
進
め
、
活
動
内
容
を

広
く
発
信
し
、
市
民
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の
醸

成
に
努
め
ま
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
の

整
備

自
治
会
運
営
費
支
援
を
継

続
し
、
被
災
集
会
施
設
な
ど

は
、
各
種
復
興
事
業
を
活
用

し
整
備
を
進
め
、
復
興
事
業

対
象
外
の
施
設
は
、
新
た
な

補
助
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

復
旧
整
備
し
た
気
仙
沼
と

唐
桑
地
域
の
情
報
通
信
基
盤

を
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会

社
に
貸
し
付
け
、
本
市
の
復

旧
・
復
興
情
報
を
市
民
に
発

信
す
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

■
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
支
援

応
急
仮
設
住
宅
の
自
治
組

織
の
設
立
・
運
営
は
、
支
援

団
体
や
関
係
機
関
と
の
情
報

共
有
、
連
携
を
図
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
振

興
を
図
り
ま
す
。

被
災
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
を
促
進
し
、
地
域

住
民
な
ど
の
主
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
推
進
の
た
め
、
復
興

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
運
営
経

費
の
支
援
を
続
け
ま
す
。

■
市
民
等
と
の
協
働
の
推
進

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

の
組
織
充
実
を
図
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
各
種
市
民
団
体

の
活
動
充
実
や
育
成
の
た
め

の
研
修
会
実
施
と
と
も
に
、

各
支
援
団
体
と
連
携
し
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の
運

営
を
支
援
し
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
担
い
手
育
成
担
当
の
地

域
支
援
員
を
継
続
し
て
配
置

し
若
い
世
代
の
交
流
の
場
な

ど
を
設
け
、
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
意
識
醸
成
や
人
材
育

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
在
住
外
国
人
へ
の
支
援

小
さ
な
国
際
大
使
館
を
核

に
日
本
語
教
室
開
催
な
ど
の

生
活
支
援
の
ほ
か
、
外
国
人

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進

の
た
め
、「
在
住
外
国
人
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
充
実
を
図
り
、

気
仙
沼
市
国
際
交
流
協
会
な

ど
と
連
携
し
、
各
種
情
報
提

供
や
研
修
・
交
流
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

第
4
の
柱
「
自
然
環
境
の

復
元
・
保
全
と
環
境
未
来
都
市

（
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
）
の
実
現
」

第
5
の
柱
「
保
健
･
医
療
･

福
祉
･
介
護
の
充
実
」

「海の市」のリニューアルが進められています「海の市」のリニューアルが進められています

市立新病院の完成イメージ市立新病院の完成イメージ
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平
成
26
年
度
の
主
な
施
策

■
土
地
利
用
計
画
の
検
討

新
た
な
住
宅
地
整
備
や
産

業
再
生
な
ど
の
総
合
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

計
画
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

■
地
盤
沈
下
の
対
策

各
種
制
度
を
活
用
し
、
嵩

上
げ
事
業
を
進
め
ま
す
。

■
土
地
区
画
整
理
事
業

鹿
折
･
南
気
仙
沼
両
地
区

は
、
29
年
度
の
事
業
完
了
を

目
指
し
、
盛
土
工
事
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

■
漁
業
集
落
の
再
生

各
種
制
度
を
活
用
し
、
道

路
復
旧
な
ど
の
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

■
道
路
災
害
復
旧
事
業

27
年
度
内
完
了
を
目
標
に
、

約
7
0
0
箇
所
の
復
旧
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

■
都
市
計
画
道
路
の
整
備

魚
市
場
中
谷
地
線
な
ど
6

路
線
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
市
道
の
整
備

こ
れ
ま
で
の
整
備
事
業
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
幸
町

南
が
丘
線
の
工
事
、
金
子
線
・

菖
蒲
沢
線
の
用
地
買
収
を
実

施
し
、
27
年
度
完
了
を
目
指

し
ま
す
。

■
三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備

早
期
完
成
に
向
け
、
全
力

で
整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。

■
大
島
架
橋
の
整
備
促
進

26
年
度
は
、
架
橋
本
体
の

本
格
工
事
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
30
年
度
の
完
成
が
少
し

で
も
早
ま
る
よ
う
県
に
要
望

し
ま
す
。

■
国
道
3
4
6
号
本
吉
バ

イ
パ
ス
・
唐
桑
最
短
道

の
整
備

本
吉
バ
イ
パ
ス
は
、
土
工

事
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
も
県
と
協
調
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

唐
桑
最
短
道
は
、
東
舞
根

工
区
の
整
備
推
進
と
舞
根
・

鹿
折
間
の
早
期
整
備
を
県
に

要
望
し
ま
す
。

■
Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
･
気
仙

沼
線
の
復
旧

Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
鉄
道
復

旧
概
算
工
事
費
が
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
関
係
市
町
と
連

携
し
、
国
へ
の
財
政
支
援
要

望
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

■
住
宅
再
建
の
支
援

防
災
集
団
移
転
で
転
居
す

る
方
に
、
各
種
補
助
制
度
の

周
知
を
図
り
、
土
地
引
渡
し

説
明
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

個
別
移
転
の
方
に
は
、
が

け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転

事
業
や
本
市
独
自
メ
ニ
ュ
ー

で
再
建
を
支
援
し
ま
す
。

■
災
害
公
営
住
宅
の
建
設

各
地
区
で
造
成
工
事
を
進

め
て
お
り
、進
捗
に
応
じ
て
建

築
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
南

郷
地
区
な
ど
で
は
26
年
度
内

入
居
が
可
能
の
見
込
み
で
す
。

■
下
水
道
の
整
備

終
末
処
理
場
本
復
旧
工
事

は
、
26
年
度
内
完
成
を
目
指

し
ま
す
。
幹
線
管か

ん

渠き
ょ

の
復
旧

を
継
続
し
、
枝
線
な
ど
は
他

の
事
業
と
整
合
性
を
図
り
整

備
し
ま
す
。
新
規
整
備
は
、

九
条
汚
水
幹
線
な
ど
の
ほ
か
、

本
郷
･
田
中
前
地
区
の
汚
水

管
渠
築
造
工
事
を
進
め
ま
す
。

本
郷
･
南
郷
･
田
中
前
地
区

冠
水
対
策
事
業
は
、
雨
水
ポ

ン
プ
場
の
建
設
や
雨
水
排
水

路
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

■
水
道
の
整
備

他
の
事
業
と
整
合
性
を
図

り
復
旧
事
業
を
進
め
ま
す
。

配
水
管
や
配
水
施
設
を
整
備

し
ま
す
。
水
源
開
発
の
事
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
漏

水
調
査
や
老
朽
管
更
新
な
ど

を
進
め
、
安
定
給
水
を
図
り
、

有
収
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

■
ガ
ス
の
整
備

被
災
地
域
へ
の
ガ
ス
導
管

の
復
旧
や
経
年
管
の
更
新
事

業
を
継
続
し
、
需
要
の
拡
大

に
努
め
る
と
と
も
に
、
ガ
ス

の
安
定
供
給
と
安
全
確
保
に

努
め
ま
す
。

■
海
岸
施
設
の
復
旧

市
民
と
の
合
意
形
成
に
積

極
的
に
関
わ
り
、
海
岸
の
良

好
な
形
成
と
安
全
確
保
の
早

期
実
現
に
向
け
、
関
係
機
関

に
働
き
か
け
ま
す
。

■
避
難
対
策
の
強
化

地
区
別
津
波
避
難
計
画
の

策
定
を
行
い
ま
す
。

■
津
波
対
策
の
推
進
と
防

災
体
制
の
整
備

沿
岸
部
の
防
災
行
政
無
線

屋
外
子
局
を
デ
ジ
タ
ル
通
信

方
式
に
更
新
す
る
と
と
も
に
、

太
陽
光
発
電
装
置
を
設
置
し
、

確
実
な
災
害
情
報
の
伝
達
を

図
り
ま
す
。
海
抜
表
示
用
プ

レ
ー
ト
の
設
置
の
ほ
か
、
避

難
誘
導
表
示
板
を
整
備
し
ま

す
。

■
自
主
防
災
組
織
の
充
実

自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議

会
を
設
立
し
、
地
域
の
防
災

体
制
を
充
実
し
ま
す
。

■
防
災
意
識
の
向
上

避
難
訓
練
や
防
災
講
座
に

よ
り
市
民
の
防
災
意
識
向
上

を
図
り
ま
す
。

■
消
防
体
制
の
整
備

消
防
団
装
備
の
充
実
、
機

能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

災
害
時
の
安
全
管
理
に
配
慮

し
た
訓
練
や
研
修
な
ど
を
通

じ
情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。

■
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
用

震
災
の
写
真
・
映
像
な
ど

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
一
般

公
開
す
る
と
と
も
に
、
防
災

教
育
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

■
農
林
業
の
再
生

被
災
農
家
の
早
期
営
農
再

開
に
向
け
た
各
種
事
業
を
継

続
し
、
最
知
、
大
谷
、
田
の

沢
と
杉
ノ
下
の
4
地
区
の
災

害
復
旧
と
合
わ
せ
た
圃ほ   

場じ
ょ
う

整

備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

林
業
は
、
市
独
自
の
間
伐

材
搬
出
支
援
な
ど
を
行
い
、

間
伐
促
進
と
自
伐
林
家
な
ど

の
育
成
を
図
り
ま
す
。　
　

■
魚
市
場
南
側
施
設
等
整

備
事
業

水
産
･
観
光
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
ま
た
、
高
度
衛
生

管
理
対
応
施
設
と
し
て
、
27

年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
施

設
･
臨
港
道
路
の
整
備
に
着

手
し
ま
す
。

■
水
産
加
工
施
設
等
の
再
建

鹿
折
・
南
気
仙
沼
両
地
区

の
水
産
加
工
施
設
等
集
積
地

の
基
盤
整
備
工
事
を
進
め
、

立
地
希
望
事
業
者
へ
の
早
急

な
用
地
譲
渡
の
ほ
か
、
水
産

業
共
同
利
用
施
設
復
興
整
備

事
業
を
活
用
し
、
再
建
を
支

援
し
ま
す
。
赤
岩
港
水
産
加

工
団
地
は
、
26
年
度
中
の
造

成
完
了
に
向
け
整
備
を
進
め

ま
す
。

■
安
全
・
安
心
な
気
仙
沼

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

気
仙
沼
市
水
産
加
工
業
振

興
協
議
会
の
地
域
ハ
サ
ッ
プ

再
構
築
の
取
組
を
支
援
し
ま

す
。
水
産
業
輸
出
促
進
等
調

査
事
業
の
実
施
と
と
も
に
、

水
産
物
の
多
角
的
利
用
推
進

の
た
め
、
気
仙
沼
水
産
資
源

活
用
研
究
会
の
活
動
を
推
進

し
ま
す
。「
海
の
市
」
の
再
開

を
支
援
し
、
地
域
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
集
客
を
図
り
、

産
業
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

■
第
1
種
漁
港
の
災
害
復

旧
事
業
等

漁
港
施
設
は
26
年
度
、
海

岸
保
全
施
設
は
27
年
度
完
了

を
目
指
し
復
旧
を
進
め
、
併

せ
て
必
要
箇
所
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

■
沿
岸
漁
業
の
支
援

海
岸
漂
着
や
漁
場
か
ら
回

収
さ
れ
た
ガ
レ
キ
の
運
搬
処

分
を
行
い
、
漁
場
環
境
の
早

期
回
復
を
図
り
ま
す
。

■
水
産
物
の
放
射
能
対
策

魚
市
場
で
検
査
を
継
続
し
、

気
仙
沼
産
水
産
物
の
安
全
性

を
確
保
し
ま
す
。

■
中
小
事
業
者
の
事
業
再

開
･
継
続
支
援

商
店
・
工
場
な
ど
の
仮
設

施
設
の
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
市
融
資
制
度
の
拡
充
に

よ
る
資
金
需
要
へ
の
対
応
や

地
域
商
業
施
設
等
の
復
旧
、

物
産
品
販
路
拡
大
支
援
事
業

な
ど
産
業
復
興
支
援
を
継
続

し
ま
す
。
地
域
商
業
等
計
画

策
定
事
業
に
よ
り
、
グ
ル
ー

プ
化
補
助
金
な
ど
を
活
用
し

た
共
同
店
舗
や
商
業
集
積
地

形
成
に
あ
た
っ
て
の
計
画
づ

く
り
支
援
な
ど
、
商
店
街
再

生
へ
の
取
組
が
円
滑
に
進
む

よ
う
支
援
し
ま
す
。

■
観
光
振
興
の
取
組

「
海
の
市
」2
階
に「（
仮
称
）

気
仙
沼
市
観
光
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
」を
設
置
し
、
案
内
の

充
実
な
ど
、
観
光
の
総
合
拠

点
と
し
て
活
用
を
図
り
ま
す
。

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

や
イ
ベ
ン
ト
開

催
支
援
の
ほ

か
、
観
光
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
海

の
子 

ホ
ヤ
ぼ
ー

や
」
活
用
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
展
開
し

ま
す
。
仙
台
･

宮
城
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
続
く
4
〜
6

月
の
ポ
ス
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
は
、
観
光
関

係
者
と
市
民
が

一
体
と
な
っ
た

受
入
れ
態
勢
整

備
を
進
め
ま

す
。
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
貴

重
な
地
域
資
源
の
保
全
と
情

報
発
信
に
努
め
、
誘
客
促
進

に
つ
な
が
る
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ

ム
へ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

■
企
業
誘
致

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る

積
極
的
な
企
業
訪
問
や
首
都

圏
企
業
と
の
関
係
強
化
を
目

的
と
し
た
「
ゴ
ー
ヘ
イ
！
気

仙
沼
の
会
」、
企
業
立
地
セ
ミ

ナ
ー
で
の
情
報
発
信
、
企
業

立
地
優
遇
制
度
な
ど
の
活
用

を
図
り
、
一
層
の
誘
致
に
努

め
ま
す
。

■
雇
用
の
創
出

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
気
仙
沼
管

内
有
効
求
人
倍
率
は
高
い
も

の
の
、
職
種
に
よ
る
求
人
・

求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
継
続
的

雇
用
の
受
皿
と
な
る
産
業
の

本
格
復
興
に
向
け
た
取
組
を

進
め
る
と
と
も
に
、
合
同
企

業
説
明
会
の
開
催
な
ど
、
地

元
企
業
就
職
に
つ
な
が
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

■
人
材
の
育
成

技
能
講
習
受
講
料
助
成
の

継
続
と
と
も
に
、
県
立
気
仙

沼
高
等
技
術
専
門
校
と
連
携

し
、
離
職
者
の
再
就
職
機
会

拡
大
を
図
り
ま
す
。
職
業
能

力
開
発
な
ど
の
事
業
の
活
用

や
、
東
北
未
来
創
造
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
と
連
携
し
、
地
域
経

済
や
ま
ち
づ
く
り
を
リ
ー
ド

す
る
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
と
環
境
未
来
都

市
の
実
現

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

補
助
や
低
炭
素
社
会
対
応
型

浄
化
槽
集
中
導
入
事
業
を
継

続
し
ま
す
。

■
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

街
路
防
犯
灯
な
ど
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
と
と
も
に
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
や
風
力
発
電
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
の
最
適
化
を
図

る
事
業
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

■
放
射
能
対
策

定
点
測
定
を
継
続
す
る
ほ

か
、
自
家
消
費
食
品
の
測
定

体
制
を
維
持
し
、
食
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
一
般
廃
棄
物
の
処
理

唐
桑
・
本
吉
最
終
処
分
場

閉
鎖
に
向
け
た
整
備
実
施
と

と
も
に
、新
た
な
処
分
場
整
備

は
、一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
の

見
直
し
を
踏
ま
え
進
め
ま
す
。

■
被
災
福
祉
施
設
の
復
旧

整
備

復
旧
整
備
の
促
進
と
と
も

に
、
関
係
機
関
や
地
域
と
連

携
し
て
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。「（
仮
称
）
市
民
福
祉

セ
ン
タ
ー
」
を
28
年
度
供
用

開
始
に
向
け
鹿
折
地
区
災
害

公
営
住
宅
と
合
築
し
て
整
備

し
ま
す
。

■
市
立
新
病
院
の
整
備

造
成
工
事
お
よ
び
病
院
本

体
工
事
に
着
手
す
る
ほ
か
、

医
療
機
器
整
備
計
画
策
定
な

ど
を
行
い
ま
す
。

■
市
立
本
吉
病
院
の
体
制

充
実

医
師
・
看
護
師
な
ど
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
を
図
り
、
在
宅
を

含
む
医
療
体
制
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

■
地
域
拠
点
の
整
備

27
年
度
供
用
開
始
に
向
け

「（
仮
称
）
本
吉
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
建
設
に
着
手
し
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り
の
支
援

生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
を

推
進
し
、
各
種
健
診
助
成
や

休
日
・
夜
間
健
診
に
加
え
、

未
受
診
者
の
健
診
日
追
加
な

ど
受
診
し
や
す
い
体
制
整
備

を
図
り
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
の
推
進

「
第
6
期
気
仙
沼
市
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
保

健
･
医
療
･
福
祉
･
介
護
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
な
ど
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
の
整
備
を
さ

ら
に
推
進
し
ま
す
。

■
障
害
者
福
祉
の
充
実

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
生

活
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
児
童
福
祉
施
設
等
の
整
備

新
城
小
学
校
校
地
内
に
留

守
家
庭
児
童
セ
ン
タ
ー
を
整

備
し
ま
す
。

■
被
災
者
の
生
活
支
援

応
急
仮
設
住
宅
団
地
の
見

守
り
活
動
な
ど
を
継
続
し
、

孤
立
化
防
止
、
心
の
ケ
ア
対

策
な
ど
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

拠
点
と
な
る
災
害
公
営
住

宅
内
に
高
齢
者
相
談
室
を
設

置
し
、
生
活
援
助
員
に
よ
る

訪
問
活
動
や
総
合
相
談
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な

財
源
確
保
と
制
度
充
実
を
国

に
要
望
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
医
療
費
一

部
負
担
金
の
免
除
は
、
被
災

者
の
健
康
不
安
や
経
済
負
担

軽
減
の
た
め
、
国
の
財
政
支

援
を
活
用
し
、
対
象
者
の
範

囲
や
期
間
を
限
定
し
て
4
月

1
日
か
ら
再
開
し
ま
す
。

■
学
校
施
設
の
整
備

新
城
小
学
校
の
プ
ー
ル
を

移
転
新
築
す
る
と
と
も
に
、

小
学
校
2
校
、
中
学
校
1
校

に
太
陽
光
発
電
設
備
を
整
備

し
、
避
難
所
機
能
を
充
実
し

ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た

本
吉
共
同
調
理
場
の
移
転
新

築
を
進
め
ま
す
。

■
社
会
教
育
施
設
の
整
備

小
泉
公
民
館
建
設
を
進
め

る
と
と
も
に
、中
央
公
民
館
と

鹿
折
公
民
館
は
、
建
設
予
定

地
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の

進
捗
を
踏
ま
え
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
へ
太
陽
光
発

電
設
備
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

気
仙
沼
図
書
館
は
、
再
建

整
備
を
進
め
、
市
民
会
館
は
、

空
調
・
舞
台
設
備
な
ど
の
改

修
を
実
施
す
る
ほ
か
、
太
陽

光
発
電
設
備
な
ど
を
整
備
し

ま
す
。

■
学
校
教
育
環
境
の
整
備

被
災
児
童
・
生
徒
の
就
学

支
援
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

の
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
等
の
配
置
な
ど
、
き

め
細
か
な
心
の
ケ
ア
と
学
習

指
導
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
防
災

主
幹
・
主
任
を
中
心
に
、
防

災
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
義
務
教
育
環
境
の
整
備

少
子
化
が
急
速
に
進
む
中
、

今
年
度
策
定
の
計
画
に
基
づ

き
、
復
興
事
業
の
進
捗
や
出

生
数
な
ど
を
踏
ま
え
、
保
護

者
・
地
域
の
理
解
と
協
力
を

得
て
、
学
校
の
統
合
な
ど
望

ま
し
い
教
育
環
境
整
備
を
進

め
ま
す
。

■
文
化
財
の
保
護

被
災
資
料
の
復
元
･
修
復

事
業
を
続
け
ま
す
。
埋
蔵
文

化
財
の
速
や
か
な
発
掘
調
査

と
保
護
に
努
め
ま
す
。

■
大
学
・
研
究
機
関
等
と

の
連
携

東
京
海
洋
大
学
な
ど
、
本

市
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
大
学

と
の
協
力
関
係
を
一
層
強
固

に
し
、
ま
ち
づ
く
り
や
産
業

振
興
に
つ
な
が
る
取
組
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、「
気
仙
沼
大

学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
情
報

共
有
を
進
め
、
活
動
内
容
を

広
く
発
信
し
、
市
民
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の
醸

成
に
努
め
ま
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
の

整
備

自
治
会
運
営
費
支
援
を
継

続
し
、
被
災
集
会
施
設
な
ど

は
、
各
種
復
興
事
業
を
活
用

し
整
備
を
進
め
、
復
興
事
業

対
象
外
の
施
設
は
、
新
た
な

補
助
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

復
旧
整
備
し
た
気
仙
沼
と

唐
桑
地
域
の
情
報
通
信
基
盤

を
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会

社
に
貸
し
付
け
、
本
市
の
復

旧
・
復
興
情
報
を
市
民
に
発

信
す
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

■
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
支
援

応
急
仮
設
住
宅
の
自
治
組

織
の
設
立
・
運
営
は
、
支
援

団
体
や
関
係
機
関
と
の
情
報

共
有
、
連
携
を
図
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
振

興
を
図
り
ま
す
。

被
災
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
を
促
進
し
、
地
域

住
民
な
ど
の
主
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
推
進
の
た
め
、
復
興

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
運
営
経

費
の
支
援
を
続
け
ま
す
。

■
市
民
等
と
の
協
働
の
推
進

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

の
組
織
充
実
を
図
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
各
種
市
民
団
体

の
活
動
充
実
や
育
成
の
た
め

の
研
修
会
実
施
と
と
も
に
、

各
支
援
団
体
と
連
携
し
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の
運

営
を
支
援
し
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
担
い
手
育
成
担
当
の
地

域
支
援
員
を
継
続
し
て
配
置

し
若
い
世
代
の
交
流
の
場
な

ど
を
設
け
、
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
意
識
醸
成
や
人
材
育

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
在
住
外
国
人
へ
の
支
援

小
さ
な
国
際
大
使
館
を
核

に
日
本
語
教
室
開
催
な
ど
の

生
活
支
援
の
ほ
か
、
外
国
人

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進

の
た
め
、「
在
住
外
国
人
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
充
実
を
図
り
、

気
仙
沼
市
国
際
交
流
協
会
な

ど
と
連
携
し
、
各
種
情
報
提

供
や
研
修
・
交
流
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

第
6
の
柱
「
学
び
と
子
ど
も

を
育
む
環
境
の
整
備
」

第
7
の
柱
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
充
実
と
市
民
等
と
の

協
働
の
推
進
」

コミュニティの維持・振興を図りますコミュニティの維持・振興を図ります



免除申請ができる対象期間が拡大されます免除申請ができる対象期間が拡大されます
過去２年間に国民年金保険料の未納期間がある方へ過去２年間に国民年金保険料の未納期間がある方へ過去２年間に国民年金保険料の未納期間がある方へ過去２年間に国民年金保険料の未納期間がある方へ

　過去２年間に保険料の未納期間がある場合や、収入の減少、失業な
どの理由により保険料を納付することが困難な場合は、免除の申請を
することができます。

　これまで過去分の国民年金保険料の免除※が受けられる期間は、申
請の直前の７月（学生納付特例は直前の 4 月）までの１年以内となって
いましたが、４月からは、申請時点の 2 年 1 か月前の月分まで申請がで
きるようになります。

　　審査は、申請年度ごとに本人や配偶者、世帯主の所得に基づいて行
なわれます。　詳しくはお問い合わせください。

■申請・問い合わせ先／
    ・市民課  国民年金係
　　tel:22-6600  内線365
　・唐桑総合支所  市民生活課
　    tel:32-3130  内線242
　・本吉総合支所  市民生活課
　　tel:42-2600  内線324
　・石巻年金事務所
　　tel:0225-22-5117

【ご注意ください】
　　２年１か月前の月分まで免除申請をするこ
とができますが、申請が遅れると万一の際に
障害年金などを請求できない場合があります
ので、すみやかに申請してください。

【申請するときは】

　上記申請・問い合わせ先に、年金手帳、
印鑑、失業を理由とする場合は離職票や雇
用保険受給資格者証などをご持参のうえ申
請してください。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ー施設案内ーー施設案内ー

リアス・アーク美術館からのお知らせリアス・アーク美術館からのお知らせ

「LAND・SCAPE  of  N.E. vol.3   東北・北海道の風景」
公募展を開催します（観覧無料）
「LAND・SCAPE  of  N.E. vol.3   東北・北海道の風景」
公募展を開催します（観覧無料）
「LAND・SCAPE  of  N.E. vol.3   東北・北海道の風景」
公募展を開催します（観覧無料）
「LAND・SCAPE  of  N.E. vol.3   東北・北海道の風景」
公募展を開催します（観覧無料）

４/12
　　   （土）
４/12
　　   （土）

５/18
　　   （日）
５/18
　　   （日）

~~

　リアス・アーク美術館では、東北・北海道の現在の日常風景を絵画作品
として未来に残すことを目的とした第3回公募展を開催します。

　今回は、第2回展までの「目の前にある風景」に加え、新たに「失われて
しまった風景、記憶の中の風景」も公募の対象とした油彩、アクリルによる
風景画、約50点を展示しますので、ぜひご観覧ください。

■問い合わせ先／リアス・アーク美術館  tel：24-1611    ホームページ　http://www.riasark.com

■開館時間／午前９時 30 分から午後 5時まで（入館は、午後 4時 30 分まで）
■休館日　／毎週月・火曜日、祝日の翌日
■観覧料　／【常設展】一般 300 円、大学・専門・高校生 200 円、小・中学生 100 円
　　　　　　　（再開館後、行っていました無料期間は、３月末日で終了し、４月１日からは
　　　　　　  　通常の料金となります）
　　　　　　  【企画展】展覧会ごとに設定します（上記公募展は無料）　

ーその他ーーその他ー
　常設展示「東日本大震災の記録と津波の災害史」の図録を４月から美術館にて販売開始します。
 詳しくは、お問い合わせください。

【場所：圏域ギャラリー】【場所：圏域ギャラリー】

２年１か月前の分まで免除申請ができるようになります

※全額免除、一部免除（3/4、半額、1/4）、若年者納付猶予、学生納付特例のこと

広報

2014. 3.157
お知らせ版
お知らせ版

※市外局番「0226」は省略しています。

タクシー券・燃料券を交付しますタクシー券・燃料券を交付します
　平成 26 年度の障害者社会参加促進助成券を下記の日程で交付します
ので各会場にお越しください（代理の方でも構いません）。
■日程・会場／・３月 19 日（水）    市保健福祉センター「燦さん館」
　　　　　　　 ・３月 20 日（木）　本吉総合支所  2 階第二会議室
　　　　　　　 ・３月 25 日（火）　市役所ワン・テン庁舎２階　交流室Ｂ
　　　　　　　 ・３月 26 日（水）　市役所ワン・テン庁舎２階　交流室Ｂ
    ※３月 27 日（木）以降は、市社会福祉事務所、市保健福祉センター「燦さん館」、
　　本吉総合支所  保健福祉課の窓口で随時交付します。
■受付時間／午前９時から午後４時まで
■対象となる方など／下記のとおり　　

助成対象者

○身体障害者手帳１・２級また
　は下肢障害３級の方
○療育手帳 Aの方
○精神障害者保健福祉手帳１級の方

1,500 円 ①障害者手帳
②印鑑

○18 歳以上で身体障害者手帳１・
　２級または下肢障害３級の方

○18歳未満で身体障害者手帳１・
　２級または下肢障害３級の方
○療育手帳 Aの方
○精神障害者保健福祉手帳１級の方

障害者本人に限る

自動車の所有者 運転者 助成額（月額）

障害者本人
障害者と生計を
同じにする家族

手続きに
必要なもの

1,500 円

750 円

1,500 円

①障害者手帳
②印鑑
③運転する方　
　の運転免許証
④自動車検査証

タ
ク
シ
ー
券

燃  

料  

券
障害者本人または障害者と生計
を同じにする家族

■問い合わせ先／
    市社会福祉事務所  障害福祉係
　tel:22-3429
　

平成 26年度  障害者社会参加促進助成平成 26年度  障害者社会参加促進助成平成 26年度  障害者社会参加促進助成平成 26年度  障害者社会参加促進助成

中井公友会自主防災部に防災資機材を配備しました中井公友会自主防災部に防災資機材を配備しました
宝くじ助成を受け宝くじ助成を受け宝くじ助成を受け宝くじ助成を受け ■問い合わせ先／

   危機管理課  防災情報係 
　tel:22-3402
　　市では、災害に強い地域コミュニティの育成強化に取り組んでいます。

　この度、中井公友会自主防災部では、平成 25 年度コミュ二ティ助成
事業（宝くじ助成）※を受け、トランシーバー (10 台 )、投光器付発電機
（1 台）、簡易倉庫（1 台）を配備しました。配備された資機材は、災害
の発生に備えるとともに防災訓練などに活用されています。

　今後も順次、自主防災組織などに防災資機材を
配備・活用しながら、安全で安心な地域づくりを
進めてまいります。
※自治総合センターが行う事業で、「宝くじ社会貢献広報事業」　
　として地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に向け、コミ
　ュニティ活動に必要な備品の整備等に対して助成を行うもの。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

【場所：圏域ギャラリー】【場所：圏域ギャラリー】

①トランシーバー
②投光器付発電機
③簡易倉庫

①①

③③

②②

本年４月から身体障害者手帳の認定基準が一部変更になります本年４月から身体障害者手帳の認定基準が一部変更になります本年４月から身体障害者手帳の認定基準が一部変更になります本年４月から身体障害者手帳の認定基準が一部変更になります
内　　　容

ペースメーカー等を入れた方（心臓機能障害）

人工関節等を入れた方
（肢体不自由）

変更前（３月まで） 変更後（４月から）

一律１級に認定 １級、３級、４級のいずれかに認定

股関節
膝関節

足関節

一律４級に認定

一律５級に認定

４級、５級、７級、非該当の
いずれかに認定
５級、６級、７級、非該当の
いずれかに認定

すでに手帳をお持ちの方については、等級の変更はありません

広報
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お知らせ版



免除申請ができる対象期間が拡大されます免除申請ができる対象期間が拡大されます
過去２年間に国民年金保険料の未納期間がある方へ過去２年間に国民年金保険料の未納期間がある方へ過去２年間に国民年金保険料の未納期間がある方へ過去２年間に国民年金保険料の未納期間がある方へ

　過去２年間に保険料の未納期間がある場合や、収入の減少、失業な
どの理由により保険料を納付することが困難な場合は、免除の申請を
することができます。

　これまで過去分の国民年金保険料の免除※が受けられる期間は、申
請の直前の７月（学生納付特例は直前の 4 月）までの１年以内となって
いましたが、４月からは、申請時点の 2 年 1 か月前の月分まで申請がで
きるようになります。

　　審査は、申請年度ごとに本人や配偶者、世帯主の所得に基づいて行
なわれます。　詳しくはお問い合わせください。

■申請・問い合わせ先／
    ・市民課  国民年金係
　　tel:22-6600  内線365
　・唐桑総合支所  市民生活課
　    tel:32-3130  内線242
　・本吉総合支所  市民生活課
　　tel:42-2600  内線324
　・石巻年金事務所
　　tel:0225-22-5117

【ご注意ください】
　　２年１か月前の月分まで免除申請をするこ
とができますが、申請が遅れると万一の際に
障害年金などを請求できない場合があります
ので、すみやかに申請してください。

【申請するときは】

　上記申請・問い合わせ先に、年金手帳、
印鑑、失業を理由とする場合は離職票や雇
用保険受給資格者証などをご持参のうえ申
請してください。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ー施設案内ーー施設案内ー

リアス・アーク美術館からのお知らせリアス・アーク美術館からのお知らせ

「LAND・SCAPE  of  N.E. vol.3   東北・北海道の風景」
公募展を開催します（観覧無料）
「LAND・SCAPE  of  N.E. vol.3   東北・北海道の風景」
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公募展を開催します（観覧無料）

４/12
　　   （土）
４/12
　　   （土）

５/18
　　   （日）
５/18
　　   （日）

~~

　リアス・アーク美術館では、東北・北海道の現在の日常風景を絵画作品
として未来に残すことを目的とした第3回公募展を開催します。

　今回は、第2回展までの「目の前にある風景」に加え、新たに「失われて
しまった風景、記憶の中の風景」も公募の対象とした油彩、アクリルによる
風景画、約50点を展示しますので、ぜひご観覧ください。

■問い合わせ先／リアス・アーク美術館  tel：24-1611    ホームページ　http://www.riasark.com

■開館時間／午前９時 30 分から午後 5時まで（入館は、午後 4時 30 分まで）
■休館日　／毎週月・火曜日、祝日の翌日
■観覧料　／【常設展】一般 300 円、大学・専門・高校生 200 円、小・中学生 100 円
　　　　　　　（再開館後、行っていました無料期間は、３月末日で終了し、４月１日からは
　　　　　　  　通常の料金となります）
　　　　　　  【企画展】展覧会ごとに設定します（上記公募展は無料）　

ーその他ーーその他ー
　常設展示「東日本大震災の記録と津波の災害史」の図録を４月から美術館にて販売開始します。
 詳しくは、お問い合わせください。

【場所：圏域ギャラリー】【場所：圏域ギャラリー】

２年１か月前の分まで免除申請ができるようになります

※全額免除、一部免除（3/4、半額、1/4）、若年者納付猶予、学生納付特例のこと
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※市外局番「0226」は省略しています。



 information information
　暮らしの情報

　
　東北財務局では、個人の方
や事業者の方からの借金に関
する相談を無料で行っていま
す。借金問題は、さまざまな
解決方法がありますので、ご
相談ください。
■受付時間／
月曜日から金曜日までの午前
９時から午後５時 45 分まで
（祝日を除く）
■場所／
東北財務局 金融監督第三課 多
重債務相談窓口
（仙台合同庁舎４階）
■問い合わせ先／
東北財務局 金融監督第三課
tel：022-266-5703

①総合職試験 ( 院卒者・大卒
　程度 )
■職務内容／
主として政策の企画立案など
の高度の知識、技術または経
験を必要とする業務
■申込受付期間／
4 月 1 日 ( 火 ) から 8 日 ( 火 )
まで（受信有効）
■第1次試験／4月27日 (日 )
②一般職試験 ( 大卒程度 )
■職務内容／
主として事務処理などの定型
的な業務
■申込受付期間／
4 月 9 日 ( 水 ) から 21 日 ( 月 )
まで（受信有効）
■第1次試験／6月15日 (日 )
※受験資格など、詳しくは人
事院ホームページをご覧いた
だくか、お問い合わせくださ
い。

・労働基準監督 A（法文系 )：
約 160 人
・労働基準監督 B ( 理工系 )：
約 40 人
■申込方法／
専用ホームページからイン
ターネットにより行ってくだ
さい。
http://www.jinji-shiken.go.jp/j
uken.html
■申込受付期間／
4 月 1 日（火）から 14 日（月）
まで ( 受信有効 )
※インターネット申し込みが
できない場合は、4月1日（火）、
2 日（水）に限り、郵送また
は持参による申し込みができ
ます ( 通信日付印有効 )。受験
案内は、人事院地方事務局、
労働局、労働基準監督署にあ
ります。
■第 1次試験／
6 月 8 日（日）
その他、詳しくはお問い合わ
せください
宮城労働局 総務課 人事係
tel：022-299-8833

■申込方法／（①、②いずれも）
人事院のホームページからイ
ンターネットにより行ってく
ださい。
http://www.jinji.go.jp/saiyo/sa
iyo.htm
■問い合わせ先／
人事院東北事務局 第二課試験
係
tel：022-221-2022

■受験資格／
（次のいずれかに該当する方）
・昭和 59 年 4 月 2 日から平成
5年 4月 1日生まれの方
・平成 5 年 4 月 2 日以降生ま
れの方で次に掲げる方
(1) 大学を卒業した方および平
成 27 年 3 月までに大学を卒業
する見込みの方
(2) 人事院が (1) に掲げる方と
同等の資格があると認める方
■採用予定者数／

農作業標準賃金額が決まりました農作業標準賃金額が決まりました

　農作業標準賃金額・賃借料情報は、農作業を他の人にお願いするときの標準になるものです。
　作業場所や労働条件などを十分考慮し、賃金額を当事者間で決める際の目安にしてください。
( 適用範囲：市内全地区 ) 　　　　　　　　　※平成 26年度から消費税率は８％に改定されました。

平成２６年度平成２６年度

■問い合わせ先／ 市農業委員会事務局 tel：22-6600 内線 381

ー賃借料情報ーー賃借料情報ー

作業名 
労働・機械

種別など 
単位 

金 額 

（円） 
備  考 

一般作業 男・女 1日 6,500 
田植・除草（田）・

稲刈 

10ａ 7,020 
ロータリー 起耕

起耕

 

（耕深12cm以上） 

水田 

10ａ 8,100  

（耕深15cm以上） 

10ａ 6,480 ロータリー  

耕    

 

起 

畑 

トラクター 

10ａ 7,020 
デスク

デスク

ロータ

ロータ

ー

ー

プラウ

プラウ

 

くろ塗り 整理田 1ｍ 51 
未整理田は 

1mあたり61円 

代かき トラクター 10ａ 7,560  

育苗 1箱 756 薬剤費別 

田植 苗なし機械植 10ａ 7,128 20箱基準 

水田防除 10ａ 1,188 薬剤費別 

バインダー 10ａ 7,560 
刈り放し、結束ひ

も含む 

切断 

10ａ 
17,820 

 
稲刈 

コンバイン 
結束 

10ａ 
19,440 

結束ひも含む 

10ａ 8,316 結束機なし 
稲脱穀 ハーベスター 

10ａ 9,396 結束機あり 

○この賃金表は、
　①一般作業賃金を除き、消費税（８％）を含みます。
　②「賄いなし」の実働 1日 8時間を基準としたものです。
　③整理田（10ａ）を基準とします。圃場の条件、作業の内容などにより
　　通常と異なる場合は両者協議のうえ決めてください。
○コンバインなど、大型農業機械を運搬する場合は、運搬料を 1,028円とします。
○燃料が高騰した場合は、両者協議のうえ決めてください。

 

作業名 
労働・機械

種別など 
単位 

金 額 

（円） 
備  考 

30kg 594 
生乾燥 

一石 2,080 

25%以上
 

30kg 486 
半生乾燥 

一石 1,702 

25%未満
 

30kg 349 

モミ乾燥 

（米） 

半乾燥 
一石 1,223 

18%未満
 

生乾燥 30kg 972 25%以上 

半生乾燥 30kg 864 25%未満 
乾燥・モミ 

すり調整 

（米） 
半乾燥 30kg 780 18%未満 

出荷米仕上げ 30kg 432 
モミすり 

くず米 30kg 307 
仕上がり重量

一石=105kgで計算

一石=105kgで計算

一石=105kgで計算

袋代別

袋代別

袋代別

袋代別

袋代別

袋代別

 

 1ｔ 3,240 堆肥舎引き取り 

堆    肥 堆肥と 

わら交換 

堆肥・稲わら 

1ｔ:10a 

基本的に堆肥はわ

らの2倍とするが

両者で協議する 

堆肥散布 
マニアスプ

レッター 
10a 4,860 

 

わら収集

梱包 
べーラーなど 10a 4,536 

 

麦乾燥調整 25kg 378  

農地の状況などにより、貸主と借
主で相談のうえ決めてください。
　　　　　　

　　　　　　（平成 26年度適用） （10ａあたり）
区 分 平均額 最高額 最低額 

田 9,605円  15,100円 4,200円 

畑 3,266円 5,200円 2,100円 

　べたがけ用不織布やトンネル・マルチ用ビニールな
どの被覆資材は、震災による原発事故後に購入したも
のでも、屋根や樹木から落ちる雨水に直接触れる状態
で保管していたために、生産された野菜から食品の基
準値を超える放射性物質が検出される例が、他県で発
生しています。
　原発事故時に使用していた被覆資材は使用せず、ま
た、保管は屋内で行うよう、ご協力をお願いします　

農業用被覆資材の保管・利用の際は、ご注意ください農業用被覆資材の保管・利用の際は、ご注意ください
　　
■問い合わせ先／
県気仙沼地方振興事務所 農林振興部
　　　　　　　　　　　　　　tel：24-2534
県本吉農業改良普及センター　tel：29-6044
市農林課　　　　　　　　　　tel：22-3439
ＪＡ南三陸営農販売課　　　　tel：31-4554
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　東北財務局では、個人の方
や事業者の方からの借金に関
する相談を無料で行っていま
す。借金問題は、さまざまな
解決方法がありますので、ご
相談ください。
■受付時間／
月曜日から金曜日までの午前
９時から午後５時 45 分まで
（祝日を除く）
■場所／
東北財務局 金融監督第三課 多
重債務相談窓口
（仙台合同庁舎４階）
■問い合わせ先／
東北財務局 金融監督第三課
tel：022-266-5703

①総合職試験 ( 院卒者・大卒
　程度 )
■職務内容／
主として政策の企画立案など
の高度の知識、技術または経
験を必要とする業務
■申込受付期間／
4 月 1 日 ( 火 ) から 8 日 ( 火 )
まで（受信有効）
■第1次試験／4月27日 (日 )
②一般職試験 ( 大卒程度 )
■職務内容／
主として事務処理などの定型
的な業務
■申込受付期間／
4 月 9 日 ( 水 ) から 21 日 ( 月 )
まで（受信有効）
■第1次試験／6月15日 (日 )
※受験資格など、詳しくは人
事院ホームページをご覧いた
だくか、お問い合わせくださ
い。

・労働基準監督 A（法文系 )：
約 160 人
・労働基準監督 B ( 理工系 )：
約 40 人
■申込方法／
専用ホームページからイン
ターネットにより行ってくだ
さい。
http://www.jinji-shiken.go.jp/j
uken.html
■申込受付期間／
4 月 1 日（火）から 14 日（月）
まで ( 受信有効 )
※インターネット申し込みが
できない場合は、4月1日（火）、
2 日（水）に限り、郵送また
は持参による申し込みができ
ます ( 通信日付印有効 )。受験
案内は、人事院地方事務局、
労働局、労働基準監督署にあ
ります。
■第 1次試験／
6 月 8 日（日）
その他、詳しくはお問い合わ
せください
宮城労働局 総務課 人事係
tel：022-299-8833

■申込方法／（①、②いずれも）
人事院のホームページからイ
ンターネットにより行ってく
ださい。
http://www.jinji.go.jp/saiyo/sa
iyo.htm
■問い合わせ先／
人事院東北事務局 第二課試験
係
tel：022-221-2022

■受験資格／
（次のいずれかに該当する方）
・昭和 59 年 4 月 2 日から平成
5年 4月 1日生まれの方
・平成 5 年 4 月 2 日以降生ま
れの方で次に掲げる方
(1) 大学を卒業した方および平
成 27 年 3 月までに大学を卒業
する見込みの方
(2) 人事院が (1) に掲げる方と
同等の資格があると認める方
■採用予定者数／

 information information
　暮らしの情報

あなたの会社は希望者全員が
  65歳まで働ける制度になっていますか？
　　　　

あなたの会社は希望者全員が
  65歳まで働ける制度になっていますか？
　　　　

　
■問い合わせ先／ハローワーク気仙沼（気仙沼公共職業安定所）
　　　　　　　　tel：41-6720 

　高年齢者雇用安定法の改正により、希望者全員を 65 歳ま
で雇用する制度の導入が事業主に義務付けられました。
　これにより、①から③までのいずれかの措置をとることが
必要です。
① 65歳以上への定年年齢の引上げ
② 希望者全員を65歳まで継続雇用する制度の導入
※定年でいったん退職とし、新たに雇用契約を結ぶ再雇用
　制度や、定年で退職とせず、引き続き雇用する勤務延長
　制度などがあります。
③ 定年制の廃止
詳しくは、お問い合わせください。

ご案内・お知らせご案内・お知らせ
東北財務局「多重債務相談
窓口」をご利用ください

ご案内・お知らせご案内・お知らせ

国家公務員採用試験を
実施します

ご案内・お知らせご案内・お知らせ

平成 26年度労働基準監督官
採用試験を実施します
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※市外局番「0226」は省略しています。



 information information
　暮らしの情報

　
　東北財務局では、個人の方
や事業者の方からの借金に関
する相談を無料で行っていま
す。借金問題は、さまざまな
解決方法がありますので、ご
相談ください。
■受付時間／
月曜日から金曜日までの午前
９時から午後５時 45 分まで
（祝日を除く）
■場所／
東北財務局 金融監督第三課 多
重債務相談窓口
（仙台合同庁舎４階）
■問い合わせ先／
東北財務局 金融監督第三課
tel：022-266-5703

①総合職試験 ( 院卒者・大卒
　程度 )
■職務内容／
主として政策の企画立案など
の高度の知識、技術または経
験を必要とする業務
■申込受付期間／
4 月 1 日 ( 火 ) から 8 日 ( 火 )
まで（受信有効）
■第1次試験／4月27日 (日 )
②一般職試験 ( 大卒程度 )
■職務内容／
主として事務処理などの定型
的な業務
■申込受付期間／
4 月 9 日 ( 水 ) から 21 日 ( 月 )
まで（受信有効）
■第1次試験／6月15日 (日 )
※受験資格など、詳しくは人
事院ホームページをご覧いた
だくか、お問い合わせくださ
い。

・労働基準監督 A（法文系 )：
約 160 人
・労働基準監督 B ( 理工系 )：
約 40 人
■申込方法／
専用ホームページからイン
ターネットにより行ってくだ
さい。
http://www.jinji-shiken.go.jp/j
uken.html
■申込受付期間／
4 月 1 日（火）から 14 日（月）
まで ( 受信有効 )
※インターネット申し込みが
できない場合は、4月1日（火）、
2 日（水）に限り、郵送また
は持参による申し込みができ
ます ( 通信日付印有効 )。受験
案内は、人事院地方事務局、
労働局、労働基準監督署にあ
ります。
■第 1次試験／
6 月 8 日（日）
その他、詳しくはお問い合わ
せください
宮城労働局 総務課 人事係
tel：022-299-8833

■申込方法／（①、②いずれも）
人事院のホームページからイ
ンターネットにより行ってく
ださい。
http://www.jinji.go.jp/saiyo/sa
iyo.htm
■問い合わせ先／
人事院東北事務局 第二課試験
係
tel：022-221-2022

■受験資格／
（次のいずれかに該当する方）
・昭和 59 年 4 月 2 日から平成
5年 4月 1日生まれの方
・平成 5 年 4 月 2 日以降生ま
れの方で次に掲げる方
(1) 大学を卒業した方および平
成 27 年 3 月までに大学を卒業
する見込みの方
(2) 人事院が (1) に掲げる方と
同等の資格があると認める方
■採用予定者数／

農作業標準賃金額が決まりました農作業標準賃金額が決まりました

　農作業標準賃金額・賃借料情報は、農作業を他の人にお願いするときの標準になるものです。
　作業場所や労働条件などを十分考慮し、賃金額を当事者間で決める際の目安にしてください。
( 適用範囲：市内全地区 ) 　　　　　　　　　※平成 26年度から消費税率は８％に改定されました。

平成２６年度平成２６年度

■問い合わせ先／ 市農業委員会事務局 tel：22-6600 内線 381

ー賃借料情報ーー賃借料情報ー

作業名 
労働・機械

種別など 
単位 

金 額 

（円） 
備  考 

一般作業 男・女 1日 6,500 
田植・除草（田）・

稲刈 

10ａ 7,020 
ロータリー 起耕

起耕

 

（耕深12cm以上） 

水田 

10ａ 8,100  

（耕深15cm以上） 

10ａ 6,480 ロータリー  

耕    

 

起 

畑 

トラクター 

10ａ 7,020 
デスク

デスク

ロータ

ロータ

ー

ー

プラウ

プラウ

 

くろ塗り 整理田 1ｍ 51 
未整理田は 

1mあたり61円 

代かき トラクター 10ａ 7,560  

育苗 1箱 756 薬剤費別 

田植 苗なし機械植 10ａ 7,128 20箱基準 

水田防除 10ａ 1,188 薬剤費別 

バインダー 10ａ 7,560 
刈り放し、結束ひ

も含む 

切断 

10ａ 
17,820 

 
稲刈 

コンバイン 
結束 

10ａ 
19,440 

結束ひも含む 

10ａ 8,316 結束機なし 
稲脱穀 ハーベスター 

10ａ 9,396 結束機あり 

○この賃金表は、
　①一般作業賃金を除き、消費税（８％）を含みます。
　②「賄いなし」の実働 1日 8時間を基準としたものです。
　③整理田（10ａ）を基準とします。圃場の条件、作業の内容などにより
　　通常と異なる場合は両者協議のうえ決めてください。
○コンバインなど、大型農業機械を運搬する場合は、運搬料を 1,028円とします。
○燃料が高騰した場合は、両者協議のうえ決めてください。

 

作業名 
労働・機械

種別など 
単位 

金 額 

（円） 
備  考 

30kg 594 
生乾燥 

一石 2,080 

25%以上
 

30kg 486 
半生乾燥 

一石 1,702 

25%未満
 

30kg 349 

モミ乾燥 

（米） 

半乾燥 
一石 1,223 

18%未満
 

生乾燥 30kg 972 25%以上 

半生乾燥 30kg 864 25%未満 
乾燥・モミ 

すり調整 

（米） 
半乾燥 30kg 780 18%未満 

出荷米仕上げ 30kg 432 
モミすり 

くず米 30kg 307 
仕上がり重量

一石=105kgで計算

一石=105kgで計算

一石=105kgで計算

袋代別

袋代別

袋代別

袋代別

袋代別

袋代別

 

 1ｔ 3,240 堆肥舎引き取り 

堆    肥 堆肥と 

わら交換 

堆肥・稲わら 

1ｔ:10a 

基本的に堆肥はわ

らの2倍とするが

両者で協議する 

堆肥散布 
マニアスプ

レッター 
10a 4,860 

 

わら収集

梱包 
べーラーなど 10a 4,536 

 

麦乾燥調整 25kg 378  

農地の状況などにより、貸主と借
主で相談のうえ決めてください。
　　　　　　

　　　　　　（平成 26年度適用） （10ａあたり）
区 分 平均額 最高額 最低額 

田 9,605円  15,100円 4,200円 

畑 3,266円 5,200円 2,100円 

　べたがけ用不織布やトンネル・マルチ用ビニールな
どの被覆資材は、震災による原発事故後に購入したも
のでも、屋根や樹木から落ちる雨水に直接触れる状態
で保管していたために、生産された野菜から食品の基
準値を超える放射性物質が検出される例が、他県で発
生しています。
　原発事故時に使用していた被覆資材は使用せず、ま
た、保管は屋内で行うよう、ご協力をお願いします　

農業用被覆資材の保管・利用の際は、ご注意ください農業用被覆資材の保管・利用の際は、ご注意ください
　　
■問い合わせ先／
県気仙沼地方振興事務所 農林振興部
　　　　　　　　　　　　　　tel：24-2534
県本吉農業改良普及センター　tel：29-6044
市農林課　　　　　　　　　　tel：22-3439
ＪＡ南三陸営農販売課　　　　tel：31-4554
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　なぜ私たちは食事の時、「いただきます」
「ごちそうさま」と言うのでしょう？
　食事の時に挨拶をする習慣は他の国で
はほとんどなく、この２つの挨拶は、食
事に対する気持ちを表す日本特有の文化
と言えます。
　何気ない挨拶ですが、意味を知って使
うことで、心の栄養につながるのではな
いでしょうか。

■問い合わせ先／市気仙沼中央給食センター
　　　　　　　　tel：29-6701 

No.No.2323食食育育 発 信

■目がご不自由な方などがいらっしゃる場合は、上記の内容を読み上げ、掲
　載されている情報をお伝えしていただくようご協力をお願いします。
■電話の音声応答装置を利用して、目の不自由な方などに「広報けせんぬま」
　の掲載内容をお知らせしています（ダイヤル広報／ tel：0226-23-1111）。

お願いと
お知らせ 10

◆３月１９日は「食育の日」です

■開催期間／３月 23 日 ( 日 )　午前 10 時～
■場所／気仙沼復興商店街 南町紫市場
■内容／宮城・岩手のご当地グルメの販売や気  
　仙沼ホルモン鍋の無料提供（先着 200 名）、ご
　当地キャラとのふれあいなどがお楽しみいた
　だけます。 
■問い合わせ先／
　気仙沼復興支援グループ　tel：29-6929

ご当地グルメマーケット

　食事は、食物の命や食べ物を作ってくれる
人への感謝の気持ちをもちながら、心を落ち
着かせてゆっくり食べましょう。

●「いただきます」

●「ごちそうさま」

　肉や魚、野菜などに対して「あり
がたく命あるものをいただく」とい
うことや、収穫や調理をしてくれた
方など、その食事にたずさわってく
れた方々への感謝の意味がこめられ
ています。

　「ごちそうさま」を漢字で書くと「御
馳走様」。昔は今のように冷蔵庫も
スーパーマーケットもなかったので、
食材をそろえるのは、大変なことで
した。「馳走」は走りまわるという意

味で、食事を出しても
てなすために奔走する
様子を表しています。
料理の支度をしてくれ
た方への感謝の意味が
こめられています。

市の人口と世帯数市の人口と世帯数
平成26年２月末現在

（　）内は前月比、外国人住民を含む

世帯数：２５，８７９世帯（▲６世帯）

人　口：６８,２６０人　（▲１０７人）
〔男〕３３,１４８人（▲４３人）
〔女〕３５,１１２人（▲６４人）
※気仙沼地域　５０,８４６人
　唐桑地域　　　６,９１４人
　本吉地域　　１０,５００人

■日時／３月 16 日 ( 日 )　午前 10 時～　　
■場所／モーランド本吉
■内容／幼稚園児によるテープカット、
　　　　つきたての餅のふるまい、
　　　　グラウンドゴルフ大会など
■問い合わせ先／
　本吉総合支所 産業課　tel：42-2976

モーランド本吉
オープニングセレモニー

お詫びと訂正

　「広報けせんぬま３月１日号」６ペー
ジ「母子・父子家庭の方々の就職を応
援します」で以下のとおり誤りがあり
ましたのでお詫びして訂正します。

1 段目左から 3行目
　（高等技能訓練促進費等事業の一時金）

　誤：一時金 50,000 円（非課税世帯は 25,000 円）
　　正：一時金 25,000 円（非課税世帯は 50,000 円）

「いただきます」「ごちそうさま」に
     込められた意味を知ろう　　　　　　　　　　　　
「いただきます」「ごちそうさま」に
     込められた意味を知ろう　　　　　　　　　　　　


